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om namo bhagavate ̍ rudrā̱ya 
オーム ナモー バガヴァテー ルッドラーヤ  

オー ナモー ガヴァテー ルラーヤ∥ 

オーム （罪と悲しみを破壊する）ルッドラなる神に帰命いたします。 

（ルッドラとは「吼える」、「恐ろしい」という意味。最初の章ではルッドラ神をなだめ、ルッド

ラ神の祝福を請います。） 

om nama ̍ste rudra ma ̱nyava ̍ u ̱tota ̱ iṣa ̍ve ̱ nama ̍ḥ |  
オーム ナマステー ルッドラ マンニャヴァ ウトータ イシャヴェー ナマハ  

オー ナマテー ルラ マンヤヴァ ウトータ イャヴェー ナマ│ 

オーム ルッドラ神様！ あなたのお怒り（マンニャヴァ）、そしてあなたの矢に（イシャ
ヴェー）も帰命いたします（ナマハ）。 

nama ̍ste astu ̱ dhanva ̍ne bā̱hubhyā̍m-u ̱ta te ̱ nama ̍ḥ |  
ナマステー アストゥ ダンヴァネー バーフッビャームタ テー ナマハ  

ナマテー アトゥ ンヴァネー バーフヤームタ テー ナマ│ 

あなたの弓（ダンヴァネー）、そしてあなたの両腕に（バーフッビャーム）も帰命いたし
ます（ナマハ）。 

yā ta ̱ iṣu ̍ḥ śi ̱vata ̍mā śi ̱vaṁ ba ̱bhūva ̍ te ̱ dhanu ̍ḥ |  
ヤー タ イシュッ シヴァタマー シヴァム バブーヴァ テー ダヌフ  

ヤー タ イュ（） ヴァタマー ヴァ バーヴァ テー ヌ│ 

あなたの矢（イシュフ）は最も吉祥な（シヴァタマー）ものとなり、あなたの弓（ダヌフ）
は吉祥な（シヴァム）ものとなりました（バブーヴァ）。 

śi ̱vā śa ̍ra ̱vyā̍ yā tava ̱ tayā̍ no rudra mṛḍaya |  
シヴァー シャラッヴィヤー ヤー タヴァ タヤー ノー ルッドラ ムルダヤ  

ヴァー ャラヤー ヤー タヴァ タヤー ノー ルラ ヤ│ 

あなたの矢筒（シャラッヴィヤー）は吉祥な（シヴァー）ものとなりました。ルッドラ神
様！ これらにより、私たちを幸福にしてください（ムルダヤ）。 

yā te ̍ rudra śi ̱vā ta ̱nūr-agho ̱rā'pā̍pa-kāśinī |  
ヤー テー ルッドラ シヴァー タヌーラゴーラー パーパ カーシニー  

ヤー テー ルラ ヴァー タヌーラーラー ’パーパ カーニー│ 

おお、ルッドラ神様！ あなたは吉祥な（シヴァー）お姿（タヌール）、温和な（アゴー
ラー：恐ろしくない）お姿、罪を破壊する（アパーパ カーシニー）お姿をしています。 

śrī rudrapraśnaḥ 
namakam 

シリー ルッドラップラシナハ  
リー ルララナ  

ナマカム 
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tayā̍ nasta ̱nuvā̱ śanta ̍-mayā̱ giri ̍śantā̱bhicā̍kaśīhi |  
タヤー ナスタヌヴァー シャンタ マヤー ギリシャンタービチャーカシーヒ  

タヤー ナタヌヴァー ャンタ マヤー ギリャンターチャーカーヒ│ 

そのお姿により、まことに穏やかな（シャンタ マヤー）そのお姿により、おお、カイラ
ーサ山にお住まいの方よ！（ギリシャンタ） どうか私たちを啓発し、至高の英知をお
授けください（アビチャーカシーヒ）。 

yāmiṣuṁ̍ giriśanta ̱ haste ̱ bibha ̱rṣy-asta ̍ve |  
ヤーミシュム ギリシャンタ ハステー ビバルシヤスタヴェー  

ヤーミュ ギリャンタ ハテー ビヤタヴェー│ 

おお、カイラーサ山にお住まいの方よ！（ギリシャンタ） あなたは今にも放たれようと
している（アスタヴェー）その矢（イシュム）を手に（ハステー）お持ちです（ビバルシ
ィ）。 

śi ̱vāṁ gi ̍ritra ̱ tāṁ ku ̍ru ̱ mā higṁ̍sī̱ḥ puru ̍ṣaṁ̱ jaga ̍t |  
シヴァーム ギリットラ ターム クル マー ヒグムスィーッ プルシャム ヂャガト（ウ）  

ヴァー ギリラ ター クル  

マー ヒスィー（） プルャ ヂャガ│ 

おお、カイラーサ山の守護者よ！（ギリットラ） どうかそれを（ターム）、人類（プルシ
ャム）と全世界（ヂャガット）を傷つけることのない（マー ヒグムスィーヒ）吉祥な（シヴ
ァーム）ものにしてください（クル）。 

śi ̱vena ̱ vaca ̍sā tvā̱ giri ̱śācchā̍-vadāmasi |  
シヴェーナ ヴァチャサー トワー ギリシャーッチャー ヴァダーマスィ  

ヴェーナ ヴァチャサー ヴァー ギリャー（）ャー ヴァダーマスィ│ 

おお、カイラーサ山にお住まいの方よ！（ギリシャ） あなたに（トワー）到達すること
ができるよう（アッチャー）、吉祥な言葉をもって（シヴェーナ ヴァチャサー）私たち
は祈ります（ヴァダーマスィ）。 

yathā̍ na ̱ḥ sarva ̱mij-jaga ̍daya ̱kṣmagṁ su ̱manā̱ asa ̍t |  
ヤター ナッ サルヴァミッ ヂャガダヤックシマグム スマナー アサト（ウ）  

ヤー ナ（） サヴァミ（） ヂャガダヤマ スマナー アサ│ 

私たちのこの人間と動物の世界（サルヴァミッ ヂャガッド）に病気がなく（アヤックシ
マグム）なり、良い心（友愛、慈悲心）（スマナー）が満ちますように（アサトゥ））。 
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adhya ̍vocad-adhiva ̱ktā pra ̍tha ̱mo daivyo ̍ bhi ̱ṣak |  
アッディヤヴォーチャダディヴァクター プラタモー ダィヴョー ビシャク  

アヤヴォーチャダィヴァター ラモー ダィヨー ャ│ 

神々によって高い敬意を払われる最高位の方（プラタモー：第一の）であり、医師（ビ
シャク）であるルッドラ神が、私のために取り成しをしてくださり（アッディヤヴォーチャ
ッド）、私のために話して（アディヴァクター）くださいますように。 

ahīg ̍ś-ca ̱ sarvā̎ñ-ja ̱mbhaya ̱nt-sarvā̎ś-ca yātu-dhā̱nya ̍ḥ |  
アヒーグシ チャ サルヴァーーン  

ヂャンバヤン（ト） サルヴァーーシ チャ ヤートゥ ダーンニャハ  

アヒー チャ サヴァー＝  

ヂャヤン サヴァー＝ チャ ヤートゥ ーンヤ│ 

サソリ、ヘビ、トラといった目に見える敵（アヒーグシ）のすべて（サルヴァーン）、そし
て、すべての（サルヴァーシチャ）霊や悪魔といった目に見えない敵（ヤートゥ ダー
ンニャハ：内面の敵を象徴している）を滅ぼして（ヂャンバヤント）くださいますように。 

a ̱sau yas-tā̱mro a ̍ru ̱ṇa u ̱ta ba ̱bhruḥ su ̍ma ̱ṅgala ̍ḥ |  
アサゥ ヤス タームロー アルナ ウタ バッブルッ スマンガラハ  

アサゥ ヤ ターロー アル ウタ バル（） スマガ│ 

（日の出の時は）赤銅色（タームロー）、（日中は）淡紅色（アルナ）、そして（日没時
には）黄金色（バッブルフ）にも（ウタ）なる最高に吉祥な（スマンガラハ）あの太陽（ア
サゥ：あれ）は、まさしくルッドラ神です。 

ye ce ̱māgṁ ru ̱drā a ̱bhito ̍ di ̱kṣu  
śri ̱tāḥ sa ̍hasra ̱-śo'vai ̍ṣā̱gṁ̱ heḍa ̍ īmahe 

ィエー チェーマーグム ルッドラー アビトー ディックシュ  

シリターッ サハッスラ ショー ヴァィシャーグム ヘーダ イーマヘー  

ー チェーマー ルラー アトー ディュ  

リター（） サハラ ョー ’ヴァィャー ヘー イーマヘー│ 

この地球を取り巻く（イマーグム アビトー）、あらゆる方向に存在する（ディックシュ 
シリターハ）太陽光として顕れている無数の（サハッスラショー：数千の）ルッドラ神が
存在します。その方々の怒り（イシャーグム ヘーダ）を、私たちが（賛美や帰依によ
り）鎮める（アヴァ イーマヘー）ことができますように。 

a ̱sau yo ̍'va ̱sarpa ̍ti ̱ nīla ̍grīvo ̱ vilo ̍hitaḥ |  
アサゥ ヨー ヴァサルパティ ニーラッグリーヴォー ヴィローヒタハ  

アサゥ ヨー ’ヴァサパティ ニーリーヴォー ヴィーヒタ│ 

青い首をされた（ニーラッグリーヴォー）方は、深紅色で（ヴィローヒタハ）昇りまた沈
む（アヴァサルパティ）あの太陽（アサゥ：あれ）のお姿をとります。 
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u ̱tainaṁ̍ go ̱pā a ̍dṛśa ̱n-nadṛ̍śann-udahā̱rya ̍ḥ |  
ウタィナム ゴーパー アドゥルシャン ナドゥルシャンヌダハールヤハ  

ウタィナ ゴーパー アャン ナャンヌダハーヤ│ 

牛飼いたち（ゴーパー）や水を運ぶ女性たち（ウダハールヤハ）も、彼の御威光を毎
日見ています（アドゥルシャン）。 

u ̱tainaṁ̱ viśvā̍ bhū̱tāni ̱ sa dṛ̱ṣṭo mṛ̍ḍayāti naḥ |  
ウタィナム ヴィッシワー ブーターニ サ ドゥルシトー ムルダヤーティ ナハ  

ウタィナ ヴィヴァー ーターニ サ ー ヤーティ ナ│ 

全生物（ヴィッシワー ブーターニ）によって見られる（ドゥルシトー）彼が、私たちを幸
せにしてくださいますように（ムルダヤーティ）。 

namo ̍ astu ̱ nīla ̍-grīvāya sahasrā̱kṣāya ̍ mī̱ḍhuṣe ̎ |  
ナモー アストゥ ニーラ グリーヴァーヤ サハッスラークシャーヤ ミードゥシェーー  

ナモー アトゥ ニー リーヴァーヤ  

サハラーャーヤ ミーゥェー＝│ 

青い首をお持ちの方（ニーラ グリーヴァーヤ）、千の（サハッスラ）目（アックシャ）を
お持ちの方、（帰依者の願いに）祝福をお与えくださる方（ミードゥシェー）に帰命い
たします（ナモー）。 

atho ̱ ye a ̍sya ̱ sattvā̍no ̱'haṁ tebhyo ̍'kara ̱n-nama ̍ḥ |  
アトー ィエー アッスヤ サットワーノー ハム テービョー カラン ナマハ  

アー ー アヤ サ（）ヴァーノー ’ハ  

テーヨー ’カラン ナマ│ 

また（アトー）、私（アハム）は彼の（アッスヤ）従者（眷属
けんぞく

）（サットワーノー）の方々に
対しても礼拝を捧げます（アカラン ナマハ）。 

pramu ̍ñca ̱ dhanva ̍na ̱stvam-u ̱bhayo ̱r-ārtni ̍yo ̱r-jyām |  
プラムンチャ ダンヴァナストワムバヨーラール（ト）ニヨールヂヤーム  

ラムチャ ンヴァナヴァムヨーラーニヨーヤー│ 

どうかあなたの（トワム）弓（ダンヴァナス）の両（ウバヨール）端（アールトニヨール）か
ら、弓弦（ヂヤーム）を解いて（プラムンチャ）ください（すなわち、「弓を使えなくして
ください」）。 
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yāś-ca ̍ te ̱ hasta ̱ iṣa ̍va ̱ḥ parā̱ tā bha ̍gavo vapa |  
ヤーシ チャ テー ハスタ イシャヴァッ パラー ター バガヴォー ヴァパ  

ヤー チャ テー ハタ イャヴァ（） パラー ター ガヴォー ヴァパ│ 

そして、おお、バガヴァンよ！（バガヴォー） あなたの御手（ハスタ）にあるそれらの
（ヤーシ チャ）矢（イシャヴァハ）を、どうかおしまい（パラー ヴァパ）ください（すなわ
ち、「あなたの弓矢で私たちを傷つけないでください」）。 

（力、勇気、名声、富、知恵、無執着という６つの特質を完全に備えているとき、バガと呼

ばれます。ルッドラ神はこれらすべてを備えており、それゆえバガヴァンと呼称されま

す）。 

a ̱va ̱tatya ̱ dhanu ̱stvagṁ saha ̍srākṣa ̱ śate ̍-ṣudhe |  
アヴァタッティヤ ダヌストワグム サハッスラークシャ シャテー シュデー  

アヴァタヤ ヌヴァ サハラーャ ャテー ュー│ 

あなたの（トワグム）弓（弦）（ダヌス）を解いた（アヴァタッティヤ）後、おお、千の目（サ
ハッスラークシャ）と百の（シャテー）矢筒（シュデー）をお持ちの方よ！ 

ni ̱śīrya ̍ śa ̱lyānā̱ṁ mukhā̍ śi ̱vo na ̍ḥ su ̱manā̍ bhava |  
ニシールヤ シャッリャーナーム ムカー シヴォー ナッ スマナー バヴァ  

ニーヤ ャヤーナー ムー ヴォー ナ（） スマナー ヴァ│ 

矢の（シャッリャーナーム）先（ムカー）を丸めて（ニシールヤ：尖っていない）、私たち
に対し穏やかで吉祥な（シヴォー）善意ある（スマナー）方とおなり（バヴァ）ください。 

vijyaṁ̱ dhanu ̍ḥ kapa ̱rdino ̱ viśa ̍lyo ̱ bāṇa ̍vāgṁ u ̱ta |  
ヴィッヂヤム ダヌッ カパルディノー ヴィシャッリョー バーナヴァーグム ウタ  

ヴィッヤ ヌ（） カパディノー  

ヴィャヨー バーヴァー ウタ│ 

もつれた髪をお持ちの方の（カパルディノー）弓（ダヌフ）に、弦がついておらず（ヴィ
ッヂヤム）、矢筒（バーナヴァーグム）にも矢が入っていません（ヴィシャッリョー）よう
に。 

ane ̍śann-a ̱syeṣa ̍va ā̱bhura ̍sya niṣa ̱ṅgathi ̍ḥ |  
アネーシャンナッスィエーシャヴァ アーブラッスヤ ニシャンガティヒ  

アネーャンナーャヴァ アーラヤ ニャガィ│ 

彼の（アッスヤ）矢（イシャヴァ）が突き刺さることができず（アネーシャン）、彼の剣の
鞘（ニシャンガティヒ）がほとんど用をなしません（アーブル）ように。 
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yā te ̍ he ̱tir-mī̍ḍhuṣṭama ̱ haste ̍ ba ̱bhūva ̍ te ̱ dhanu ̍ḥ |  
ヤー テー ヘーティル ミードゥシタマ ハステー バブーヴァ テー ダヌフ  

ヤー テー ヘーティ ミーゥマ ハテー バーヴァ テー ヌ│ 

おお、何でも望みのものをお与えくださる方よ！（ミードゥシタマ） あなたの武器（ヘ
ーティル）は、あなたの御手にある（ハステー）あなたの弓（ダヌフ）になりました（バブ
ーヴァ）。 

tayā̱'smān, vi ̱śvata ̱s-tvama ̍ya ̱kṣmayā̱ pari ̍bbhuja |  
タヤー スマーン, ヴィッシワタス トワマヤックシマヤー パリッブヂャ  

タヤー ’マーン, ヴィヴァタ ヴァマヤマヤー パリ（）ヂャ│ 

それによって、どこにいても（ヴィッシワタス）傷つくことがないよう（アヤックシマヤー）、
あなたは（トワム）私たちを（アスマーン）お守り（パリッブヂャ）くださいます。 

nama ̍ste a ̱stvāyu ̍-dhā̱yānā̍tatāya dhṛ̱ṣṇave ̎ |  
ナマステー アストワーユ ダーヤーナータターヤ ドゥルシナヴェーー  

ナマテー アヴァーユ ーヤーナータターヤ ヴェー＝ 

破壊力がありながら、私たちに向けられることのない（アナータターヤ）あなたの強力
な（ドゥルシナヴェー）武器に（アーユダーヤ）、帰命いたします（ナマステー）。 

u ̱bhābhyā̍mu ̱ta te ̱ namo ̍ bā̱hubhyā̱ṁ tava ̱ dhanva ̍ne |  
ウバービャームタ テー ナモー バーフッビャーム タヴァ ダンヴァネー  

ウーヤームタ テー ナモー バーフヤー タヴァ ンヴァネー 

あなたの両腕（バーフッビャーム）と、あなたの（タヴァ）弓（ダンヴァネー）の両方に
（ウバービャーム）も帰命いたします（ナモー）。 

pari ̍ te ̱ dhanva ̍no he ̱tira ̱smān-vṛ̍ṇaktu vi ̱śvata ̍ḥ |  
パリ テー ダンヴァノー ヘーティラスマーン ヴルナクトゥ ヴィッシワタハ  

パリ テー ンヴァノー ヘーティラマーン トゥ ヴィヴァタ 

あなたの弓の（ダンヴァノー）矢（ヘーティル）が、どの角度からも（ヴィッシワタハ：四
方から）私たちに（アスマーン）危害を加えませんように（パリ ヴルナクトゥ）。 

atho ̱ ya i ̍ṣu ̱dhistavā̱re a ̱sman-nidhe ̍hi ̱ tam 
アトー ヤ イシュディスタヴァーレー アスマン ニデーヒ タム  

アー ヤ イュィタヴァーレー アマン ニーヒ タ 

どうかあなたの（タヴァ）その（ヤ）矢筒（イシュディス）も、私たちから（アスマン）遠ざ
けて（アーレー）おいて（ニデーヒ）ください。 
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nama ̍ste astu bhagavan-viśveśva ̱rāya ̍ mahāde ̱vāya ̍ tryamba ̱kāya ̍ 
tripurānta ̱kāya ̍ trikāgni-kā̱lāya ̍ kālāgni-ru ̱drāya ̍ nīla-ka ̱ṇṭhāya ̍ 
mṛtyuñ-ja ̱yāya ̍ sarveśva ̱rāya ̍ sadā-śi ̱vāya ̍ śrīman-mahāde ̱vāya ̱ 
nama ̍ḥ1 
ナマステー アストゥ バガヴァン ヴィッシウェーシワラーヤ  

マハーデーヴァーヤ トゥルヤンバカーヤ トリプラーンタカーヤ  

トリカーグニ カーラーヤ カーラーグニ ルッドラーヤ ニーラ カンターヤ  

ムルッテュン ヂャヤーヤ サルヴェーシワラーヤ サダー シヴァーヤ  

シリーマン マハーデーヴァーヤ ナマハ  

ナマテー アトゥ ガヴァン ヴィヴェーヴァラーヤ  

マハーデーヴァーヤ ヤバカーヤ リプラーンタカーヤ  

リカーニ カーーヤ カーーニ ルラーヤ ニー カーヤ  

ユ ヂャヤーヤ サヴェーヴァラーヤ サダー ヴァーヤ  

リーマン マハーデーヴァーヤ ナマ１ 

おお、バガヴァン！（バガヴァン） あなたに帰命いたします（ナマステー）。宇宙の主
（ヴィッシウェーシワラー）、大いなる神（マハーデーヴァー）、三つ目の方（トゥルヤン
バカー）、トリプラ（シヴァ神が焼き払った阿修羅の３つの町で、私たちのエゴを象徴
する）を滅ぼされた方（トリプラ アンタカー）、３種の供儀の火の主（トリカーグニ カ
ーラ）、カーラ・アグニ（世界を破壊すべき火）としてのルッドラ神、青いのどをお持ち
の方（ニーラ カンター）、死の征服者（ムルッテュン ヂャヤー）、すべてのものの主
（サルヴェーシワラ）、常に吉祥なる方（サダー シヴァ）、栄光に輝く（シリーマン）偉
大なる神（マハーデーヴァー）に帰命いたします（ナマハ）。 

namo ̱ hira ̍ṇya-bāhave senā̱nye ̍ di ̱śāṁ ca ̱ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ヒランニャ バーハヴェー  

セーナーンニェー ディシャーム チャ パタィエー ナモー  

ナモー ヒラヤ バーハヴェー  

セーナーンー ディャー チャ パター ナモー  

（この章では、ルッドラ神はあらゆる形態の創造物の中に存在する神として認識され讃えられて

います） 

黄金の腕を持った（ヒランニャ バーハヴェー）軍の司令官である（セーナーンニェ
ー）ルッドラ神に帰命いたします。すべての方角を（ディシャーム）司る神に（パタィエ
ー）帰命いたします。 
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namo ̍ vṛ̱kṣebhyo ̱ hari ̍-keśebhyaḥ paśū̱nāṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ヴルックシェービョー ハリ ケーシェービャッ  

パシューナーム パタィエー ナモー  

ナモー ェーヨー ハリ ケーェーヤ（）  

パューナー パター ナモー  

緑の葉が生い茂った（ハリ ケーシェービャッ）木の神に（ヴルックシェービョー）帰命
いたします。動物（パシュー）の神に帰命いたします。 

nama ̍ḥ sa ̱spiñja ̍rāya ̱ tviṣī̍mate pathī̱nāṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマッ サスピンヂャラーヤ トウィシーマテー パティーナーム パタィエー ナモー  

ナマ（） サピヂャラーヤ ヴィーマテー  

パィーナー パター ナモー  

赤味を帯びた淡黄色の神（サスピンヂャラーヤ）、光り輝く神（トウィシーマテー）、道
の（パティーナーム）神に帰命いたします。 

namo ̍ babhlu ̱śāya ̍ vivyā̱dhine'nnā̍nā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー バッブルシャーヤ ヴィッヴィヤーディネー ンナーナーム パタィエー ナモー  

ナモー バャーヤ ヴィヤーィネー  

’ンナーナー パター ナモー  

雄牛に乗る神（バッブルシャーヤ）、敵陣に突入する神（ヴィッヴィヤーディネー）、
食物の（アンナーナーム）神に帰命いたします。 

namo ̱ hari ̍-keśā-yopavī̱tine ̍ pu ̱ṣṭānā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ハリ ケーシャー ヨーパヴィーティネー プシターナーム パタィエー ナモー  

ナモー ハリ ケーャー ヨーパヴィーティネー  

プーナー パター ナモー  

常に黒々とした髪をもつ神（ハリ ケーシャーヤ）、ヤッグニョーパヴィータ（聖紐）を
身に付けた神（ウパヴィーティネー）、剛健な人々の（プシターナーム）神に帰命いた
します。 

namo ̍ bha ̱vasya ̍ he ̱tyai jaga ̍tā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー バヴァッスヤ ヘーティヤィ ヂャガターム パタィエー ナモー  

ナモー ヴァヤ ヘーヤィ ヂャガター パター ナモー  

現象界（バヴァッスヤ）を破壊する（輪廻を断ち切る）武器となる神（ヘーティヤィ）、
宇宙の（ヂャガターム）神に帰命いたします。 



namakam ナマカム（2012/4/28 改訂） 9 

© 2012 Sathya Sai Publications  © 2012 Sathya Sai Organization Japan 

namo ̍ ru ̱drāy-ā̍tatā̱vine ̱ kṣetrā̍ṇā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ルッドラーヤータターヴィネー クシェートラーナーム パタィエー ナモー  

ナモー ルラーヤータターヴィネー ェーラーー パター ナモー  

引かれた弓によって守る（アータターヴィネー)ルッドラ神（ルッドラーヤ)、聖地の守
護者なる（クシェートラーナーム）神に帰命いたします。 

nama ̍ḥ sū̱tāyāha ̍ntyāya ̱ vanā̍nā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマッ スーターヤーハンティヤーヤ ヴァナーナーム パタィエー ナモー  

ナマ（） スーターヤーハンヤーヤ ヴァナーナー パター ナモー  

戦車の御者なる神（スーターヤ）、不滅の神（アハンティヤーヤ）、森の（ヴァナーナ
ーム）神に帰命いたします。 

namo ̱ rohi ̍tāya stha ̱pata ̍ye vṛ̱kṣāṇā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ローヒターヤ スタパタィエー ヴルックシャーナーム パタィエー ナモー  

ナモー ローヒターヤ パター ャーー パター ナモー  

深紅色の神（ローヒターヤ）、統治者なる神（スタパタィエー）、木の（ヴルックシャー
ナーム）神に帰命いたします。 

namo ̍ ma ̱ntriṇe ̍ vāṇi ̱jāya ̱ kakṣā̍ṇā̱ṁ pata ̍ye namo ̱  
ナモー マントリネー ヴァーニヂャーヤ カックシャーナーム パタィエー ナモー  

ナモー マンリー ヴァーヂャーヤ カャーー パター ナモー  

マントラの神（マントリネー）、貴重な品々をもたらす神（ヴァーニヂャーヤ：商人）、秘
密の知識の（カックシャーナーム：奥深い茂み）神に帰命いたします。 

namo ̍ bhuva ̱ntaye ̍ vārivaskṛ̱tā-yauṣa ̍dhīnā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ブヴァンタィエー ヴァーリヴァスクルター ヤゥシャディーナーム  

パタィエー ナモー  

ナモー ヴァンター ヴァーリヴァター ヤゥャィーナー  

パター ナモー  

世界を創造した神（ブヴァンタィエー）、富の創造者なる神（ヴァーリヴァスクルター）、
薬草の（ヤウシャディーナーム）神に帰命いたします。 

nama ̍ u ̱ccair-gho ̍ṣāy-ākra ̱ndaya ̍te pattī̱nāṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマ ウッチャィル ゴーシャーヤークランダヤテー パッティーナーム  

パタィエー ナモー  

ナマ ウ（）チャィ ーャーヤーランダヤテー パ（）ティーナー  

パター ナモー  

（帰依者たちの）称賛（ウッチャィル ゴーシャーヤ）と（敵の）悲鳴（アークランダヤテ
ー）に帰命いたします。歩兵隊の（パッティーナーム）神に帰命いたします。 
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nama ̍ḥ kṛtsnavī̱tāya ̱ dhāva ̍te ̱ sattva ̍nā̱ṁ pata ̍ye ̱ nama ̍ḥ2 
ナマッ クル（ト）スナヴィーターヤ ダーヴァテー サットワナーム パタィエー ナマハ  

ナマ（） （）ナヴィーターヤ ーヴァテー  

サ（）ヴァナー パター ナマ∥２∥ 

（敵を完全に包囲する）遍在の神（クルッツナヴィーターヤ）、徳高き人々の（サットワ
ナーム）救済に駆けつける神に（ダーヴァテー）帰命いたします。 

nama ̱ḥ saha ̍-mānāya nivyā̱dhina ̍ āvyā̱dhinī̍nā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマッ サハ マーナーヤ ニッヴィヤーディナ  

アーヴィヤーディニーナーム パタィエー ナモー  

ナマ（） サハ マーナーヤ ニヤーィナ  

アーヤーィニーナー パター ナモー  

敵の攻撃の圧力に耐えることができるだけでなく、敵を征圧することができる神（サ
ハ マーナーヤ）、苦もなく敵陣に突入することができる（ニッヴィヤーディナ）神、四
方を攻撃することができる（アーヴィヤーディニーナーム）者たちの主である神に（パ
タイェー）帰命いたします。 

nama ̍ḥ kaku ̱bhāya ̍ niṣa ̱ṅgiṇe ̎ ste ̱nānā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマッ カクバーヤ ニシャンギネーー ステーナーナーム パタィエー ナモー  

ナマ（） カクーヤ ニャギー＝  

テーナーナー パター ナモー  

卓越した神（カクバーヤ）、剣を振るう神（ニシャンギネー）、盗賊の（ステーナーナー
ム）首領である神に帰命いたします。 

namo ̍ niṣa ̱ṅgiṇa ̍ iṣudhi ̱mate ̱ taska ̍rāṇā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ニシャンギナ イシュディマテー タスカラーナーム パタィエー ナモー  

ナモー ニャギ イュィマテー タカラーー パター ナモー  

矢筒と矢を持った（ニシャンギナ イシュディマテー）強盗団の（タスカラーナーム）首
領である神に帰命いたします。 

namo ̱ vañca ̍te pari ̱vañca ̍te stāyū̱nāṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ヴァンチャテー パリヴァンチャテー スターユーナーム パタィエー ナモー  

ナモー ヴァチャテー パリヴァチャテー  

ターユーナー パター ナモー  

人を欺き（ヴァンチャテー）巧みに逃げる（パリヴァンチャテー）、略奪団の（スターユ
ーナーム）首領である神に帰命いたします。 
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namo ̍ nice ̱rave ̍ parica ̱rāy-āra ̍ṇyānā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー ニチェーラヴェー パリチャラーヤーランニャーナーム パタィエー ナモー  

ナモー ニチェーラヴェー パリチャラーヤーラヤーナー パター ナモー  

さまよって（パリチャラーヤ）捕えがたい（ニチェーラヴェー）、森の中（アーランニャー
ナーム）の盗賊の首領である神に帰命いたします。 

nama ̍ḥ sṛkā̱vibhyo ̱ jighāg ̍ṁ-sadbhyo muṣṇa ̱tāṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマッ スルカーヴィッビョー ヂガーグム サ（ド）ビョー  

ムシナターム パタィエー ナモー  

ナマ（） カーヴィヨー ヂー サヨー  

ムター パター ナモー  

非常に警戒して防御を固めつつ（スルカーヴィッビョー）、略奪しようと欲する（ヂガ
ーグム サッドビョー）盗賊の（ムシナターム）首領である神に帰命いたします。 

namo ̍'si ̱madbhyo ̱ naktaṁ̱-cara ̍dbhyaḥ prakṛ̱ntānā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナモー スィマ（ド）ビョー ナクタム チャラ（ド）ビャッ  

プラクルンターナーム パタィエー ナモー  

ナモー ’スィマヨー ナタ チャラヤ（）  

ランターナー パター ナモー  

剣を携えて（アスィマッドビョー）夜陰に乗じて動く（ナクタム チャラッドビャッ）、強盗
殺人団の（プラクルンターナーム）首領である神に帰命いたします。 

nama ̍ uṣṇī̱ṣiṇe ̍ giri-ca ̱rāya ̍ kulu ̱ñcānā̱ṁ pata ̍ye ̱ namo ̱  
ナマ ウシニーシネー ギリ チャラーヤ クルンチャーナーム パタィエー ナモー  

ナマ ウーー ギリ チャラーヤ  

クチャーナー パター ナモー  

ターバンを巻き（ウシニーシネー）山を徘徊する神（ギリ チャラーヤ）、地主たちの
（クルンチャーナーム）長である神に帰命いたします。 

nama ̱ iṣu ̍-madbhyo dhanvā- ̱vibhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ イシュ マ（ド）ビョー ダンヴァー ヴィッビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ イュ マヨー ンヴァー ヴィヤ チャ ヴォー ナモー  

矢（イシュ）を持ち弓（ダンヴァー）を携えるあなたに帰命いたします。 
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nama ̍ ātanvā̱nebhya ̍ḥ prati- ̱dadhā̍nebhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ アータンヴァーネービャッ プラティ ダダーネービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ アータンヴァーネーヤ（）  

ラティ ダーネーヤ チャ ヴォー ナモー  

弓に弦を張り（アータンヴァーネービャッ）、矢を放つあなたに（プラティ ダダーネー
ビャシ）帰命いたします。 

nama ̍ ā̱yaccha ̍dbhyo visṛ̱jadbhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ アーヤッチャ（ド）ビョー ヴィスルヂャ（ド）ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ アーヤ（）ャヨー ヴィヂャヤ チャ ヴォー ナモー  

弓を引き絞り（アーヤッチャッドビョー）、再び矢を放つあなたに（ヴィスルヂャッドビャ
シ チャ）帰命いたします。 

namo'sya ̍dbhyo ̱ vidhya ̍d-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナモー スヤ（ド）ビョー ヴィッディヤ（ド） ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ’ヤヨー ヴィヤ ヤ チャ ヴォー ナモー  

矢を標的に（アスヤッドビョー）命中させるあなたに（ヴィッディヤッド ビャシ チャ）帰
命いたします。 

nama ̱ āsī̍nebhya ̱ḥ śayā̍ne-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ アースィーネービャッ シャヤーネー ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ アースィーネーヤ（） ャヤーネー ヤ チャ ヴォー ナモー  

座っていたり（アースィーネービャッ）よりかかっていたりするあなた方ルッドラ神群に
（シャヤーネー ビャシ チャ）帰命いたします。 

nama ̍ḥ sva ̱padbhyo ̱ jāgra ̍d-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマッ スワパ（ド）ビョー ヂャーグラ（ド） ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ（） ヴァパヨー ヂャーラ ヤ チャ ヴォー ナモー  

眠っている人々（スワパッドビョー）や起きている人々の姿をしたあなた方ルッドラ神
群に（ヂャーグラッド ビャシ）帰命いたします。 

nama ̱s-tiṣṭha ̍dbhyo ̱ dhāva ̍d-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマス ティシタ（ド）ビョー ダーヴァ（ド） ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ ティヨー ーヴァ ヤ チャ ヴォー ナモー  

立っている人々（ティシタッドビョー）や走っている人々の姿をしたあなた方ルッドラ
神群に（ダーヴァッド ビャシ）帰命いたします。 
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nama ̍ḥ sa ̱bhābhya ̍ḥ sa ̱bhā-pa ̍ti-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマッ サバービャッ サバー パティ ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ（） サーヤ（） サー パティ ヤ チャ ヴォー ナモー  

議会のメンバーとして座っている人々（サバービャッ）や、議長を務めている人々（サ
バー パティ）の姿をしたあなた方ルッドラ神群に帰命いたします。 

namo ̱ aśve ̱bhyo'śva ̍-patibhyaś-ca vo ̱ nama ̍ḥ3 
ナモー アッシウェービョー シワ パティッビャシチャ ヴォー ナマハ  

ナモー アヴェーヨー ’ヴァ パティヤチャ ヴォー ナマ∥３∥ 

馬（アッシウェービョー）や、馬に命令する人々（アッシワ パティ）の姿をしたあなた
方ルッドラ神群に帰命いたします。 

nama ̍ āvyā̱dhinī̎bhyo vi ̱vidh-ya ̍ntībhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ アーヴィヤーディニーービョー ヴィヴィッディヤンティービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ アーヤーィニー＝ヨー  

ヴィヴィ ヤンティーヤ チャ ヴォー ナモー  

あらゆる側面から（幻影のベールを）射抜くことができるあなたに（アーヴィヤーディ
ニービョー）、多種多様な方法で貫くことができるあなたに（ヴィヴィッディヤンティー
ビャシ）帰命いたします。 

nama ̱ uga ̍ṇābhyas-tṛgṁha ̱tībhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ ウガーナービャス トゥルグムハティービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ ウガーヤ ハティーヤ チャ ヴォー ナモー  

無数の温和なシャクティ（力）（ウガナービャス）や、激しいシャクティ（力）として現れ
るあなたに（トゥルグムハティービャシ）帰命いたします。 

namo ̍ gṛ̱tsebhyo ̍ gṛ̱tsa-pa ̍tibhyaś-ca vo ̱ namo ̱ 
ナモー グル（ト）セービョー グル（ト）サ パティッビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー セーヨー サ パティヤ チャ ヴォー ナモー  

欲深く強欲な人々（グルッツェービョー）や、そのような人々のリーダーであるあなた
に（グルッツァパティッビャシ）帰命いたします。 

namo ̱ vrāte ̎bhyo ̱ vrāta- ̍pati-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱ 
ナモー ヴラーテーービョー ヴラータ パティ ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ラーテー＝ヨー ラータ パティ ヤ チャ ヴォー ナモー  

様々な集団（ヴラーテービョー）や種族（ヴリッティ）、そしてその首長たちの中に存
在するあなたに（ヴラータ パティ）帰命いたします。 
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namo ̍ ga ̱ṇebhyo ̍ ga ̱ṇapa ̍ti-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナモー ガネービョー ガナパティ ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ガーヨー ガパティ ヤ チャ ヴォー ナモー  

神々の従者（ガネービョー）や、従者たちの長（ガナパティ）の姿をしたあなたに帰命
いたします。 

namo ̱ virū̍pebhyo vi ̱śva-ru ̍pebhyaś-ca vo ̱ namo ̱ 
ナモー ヴィルーペービョー ヴィッシワ ルーペービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ヴィルーペーヨー ヴィヴァ ルーペーヤ チャ ヴォー ナモー  

姿を持たない（ヴィルーペービョー）にもかかわらず、あらゆる姿をとって現れるあな
たに（ヴィッシワ ルーペービャシ）帰命いたします。 

namo ̍ ma ̱had-bhya ̍ḥ , kṣulla ̱ke-bhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナモー マハ（ド） ビャハ クシュッラケー ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー マハ ヤ、 ュ()ケー ヤ チャ ヴォー ナモー  

大きい姿（マハッド ビャハ）や小さい姿をしたあなたに（クシュッラケー ビャシ）帰命
いたします。 

namo ̍ ra ̱thibhyo ̍'ra ̱thebhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナモー ラティッビョー ラテービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ラィヨー ’ラーヤ チャ ヴォー ナモー  

二輪戦車に乗る人々（ラティッビョー）や、乗らない人々の姿をしたあなたに（アラテ
ービャシ）帰命いたします。（注：二輪戦車は私たちの肉体や精妙体も意味する） 

namo ̱ rathe ̎bhyo ̱ ratha ̍-pati-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナモー ラテーービョー ラタ パティッビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ラー＝ヨー ラ パティ ヤ チャ ヴォー ナモー  

二輪戦車（ラテービョー）や、二輪戦車を所有する人々（ラタ パティ）の姿をしたあな
たに帰命いたします。 

nama ̱ḥ senā̎bhyaḥ senā̱-nibhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマッ セーナーービャッ セーナー ニッビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ（） セーナー＝ヤ（） セーナー ニヤ チャ ヴォー ナモー  

軍隊（セーナービャッ）や、その指導者たちの姿をしたあなたに（セーナー ニッビャ
シ）帰命いたします。 
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nama ̍ḥ , kṣa ̱ttṛbhya ̍ḥ saṅgrahī̱tṛbhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマハ クシャットゥルッビャッ サングラヒートゥルッビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ、 ャ（）ヤ（）  

サラヒーヤ チャ ヴォー ナモー  

熟達した二輪戦車の御者（クシャットゥルッビャッ）や、二輪戦車の操作を学ぶ人々
の姿をしたあなたに（サングラヒートゥルッビャシ）帰命いたします。 

nama ̱s-takṣa ̍bhyo ratha-kā̱rebhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマス タックシャッビョー ラタ カーレービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ タャヨー ラ カーレーヤ チャ ヴォー ナモー  

大工（タックシャッビョー）や、二輪戦車を作る人々の姿をしたあなたに（ラタ カーレ
ービャシ）帰命いたします。 

nama ̱ḥ kulā̍lebhyaḥ ka ̱rmāre ̎-bhyaś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマッ クラーレービャッ カルマーレーー ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ（） クーーヤ（） カマーレー＝ ヤ チャ ヴォー ナモー  

粘土をこねて土器を作る人々（クラーレービャッ）や、金属を扱う職人の姿をしたあな
たに（カルマーレービャシ）帰命いたします。 

nama ̍ḥ pu ̱ñjiṣṭe ̎bhyo niṣā̱debhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱ 
ナマッ プンヂシテーービョー ニシャーデービャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ（） プヂー＝ヨー ニャーデーヤ チャ ヴォー ナモー  

野鳥の猟師（プンヂシテービョー）や、漁師の姿をしたあなたに（ニシャーデービャ
シ）帰命いたします。 

nama ̍ iṣu ̱kṛdbhyo ̍ dhanva ̱-kṛdbhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナマ イシュクル（ド）ビョー ダンヴァ クル（ド）ビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナマ イュヨー ンヴァ ヤ チャ ヴォー ナモー  

矢を作る職人（イシュクルッドビョー）や、弓を作る職人の姿をしたあなたに（ダンヴァ 
クルッドビャシ）帰命いたします。 

namo ̍ mṛga ̱-yubhya ̍ḥ śva ̱nibhya ̍ś-ca vo ̱ namo ̱  
ナモー ムルガ ユッビャッ シワニッビャシ チャ ヴォー ナモー  

ナモー ガ ユヤ（） ヴァニヤ チャ ヴォー ナモー  

猟師（ムルガ ユッビャッ）や猟犬係の姿をしたあなたに（シワニッビャシ）帰命いたし
ます。 
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nama ̱ḥ śvabhya ̱ḥ śvapa ̍ti-bhyaś-ca vo ̱ nama ̍ḥ 4 
ナマッ シワッビャッ シワパティ ビャシ チャ ヴォー ナマハ  

ナマ（） ヴァヤ（） ヴァパティ ヤ チャ ヴォー ナマ４ 

猟犬（シワッビャッ）とその飼育係の姿をしたあなたに（シワパティ ビャシ）帰命いた
します。 

namo ̍ bha ̱vāya ̍ ca ru ̱drāya ̍ ca ̱ 
ナモー バヴァーヤ チャ ルッドラーヤ チャ  

ナモー ヴァーヤ チャ ルラーヤ チャ  

創造の神（バヴァーヤ）と破壊の神に（ルッドラーヤ）帰命いたします。 

nama ̍ḥ śa ̱rvāya ̍ ca paśu ̱-pata ̍ye ca ̱  
ナマッ シャルヴァーヤ チャ パシュ パタィエー チャ  

ナマ（） ャヴァーヤ チャ パュ パター チャ  

破壊の神（シャルヴァーヤ）と、縛られている万物（パシュ：動物）の守護神に帰命い
たします。 

namo ̱ nīla ̍-grīvāya ca śiti ̱-kaṇṭhā̍ya ca ̱  
ナモー ニーラ グリーヴァーヤ チャ シティ カンターヤ チャ  

ナモー ニー リーヴァーヤ チャ ティ カーヤ チャ  

青い首（ニーラ グリーヴァーヤ）の持ち主でもあり、白いのどの持ち主でもある神に
（シティ カンターヤ）帰命いたします。 

nama ̍ḥ kapa ̱rdine ̍ ca ̱ vyu ̍pta-keśāya ca ̱  
ナマッ カパルディネー チャ ヴィユプタ ケーシャーヤ チャ  

ナマ（） カパディネー チャ ユタ ケーャーヤ チャ  

束ねた髪を持つ神（カパルディネー）と、頭をきれいにそった神に（ヴィユプタ ケー
シャーヤ：髪のない）帰命いたします。 

nama ̍ḥ sahasrā̱kṣāya ̍ ca śa ̱ta-dha ̍nvane ca ̱  
ナマッ サハッスラークシャーヤ チャ シャタ ダンヴァネー チャ  

ナマ（） サハラーャーヤ チャ ャタ ンヴァネー チャ  

千（サハッスラ）の目（アクシャーヤ）と百（シャタ）の弓を持つ神（ダンヴァネー）に帰
命いたします。 

namo ̍ giri ̱śāya ̍ ca śipi-vi ̱ṣṭāya ̍ ca ̱  
ナモー ギリシャーヤ チャ シピ ヴィシターヤ チャ  

ナモー ギリャーヤ チャ ピ ヴィーヤ チャ  

山に住み（ギリシャーヤ）、生きとし生けるものの内に存在する神に（シピ ヴィシター
ヤ）帰命いたします。 
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namo ̍ mī̱ḍhuṣṭa ̍māya ̱ ceṣu ̍mate ca ̱  
ナモー ミードゥシタマーヤ チェーシュマテー チャ  

ナモー ミーゥマーヤ チェーュマテー チャ  

多くの祝福を授ける（ミードゥシタマーヤ）、弓を背負った神（チェーシュマテー）に帰
命いたします。 

namo ̎ hra ̱svāya ̍ ca vāma ̱nāya ̍ ca ̱  
ナモーー フラッスワーヤ チャ ヴァーマナーヤ チャ  

ナモー＝ ラヴァーヤ チャ ヴァーマナーヤ チャ  

背の低い姿（フラッスワーヤ）をとる神、小人の姿をした神に（ヴァーマナーヤ）帰命
いたします。 

namo ̍ bṛha ̱te ca ̱ varṣī̍yase ca ̱  
ナモー ブルハテー チャ ヴァルシーヤセー チャ  

ナモー ハテー チャ ヴァーヤセー チャ  

大きく威厳のある神（ブルハテー）、美徳に満ちた神（ヴァルシーヤセー）に帰命い
たします。 

namo ̍ vṛ̱ddhāya ̍ ca saṁ̱vṛdhva ̍ne ca ̱  
ナモー ヴルッダーヤ チャ サムヴルッドワネー チャ  

ナモー （）ーヤ チャ サヴァネー チャ  

祈りの中で祈りによって成長する（サムヴルッドワネー）、尊ぶべき太古の神（ヴルッ
ダーヤ）に帰命いたします。 

namo ̱ agri ̍yāya ca pratha ̱māya ̍ ca ̱  
ナモー アッグリヤーヤ チャ プラタマーヤ チャ  

ナモー アリヤーヤ チャ ラマーヤ チャ  

あらゆるものより前から存在していた（アッグリヤーヤ）、最初の存在である神（プラタ
マーヤ）に帰命いたします。 

nama ̍ ā̱śave ̍ cāji ̱rāya ̍ ca ̱ 
ナマ アーシャヴェー チャーヂラーヤ チャ  

ナマ アーャヴェー チャーヂラーヤ チャ  

すべてに浸透し（アーシャヴェー）、非常に速く動く神（アヂラーヤ）に帰命いたしま
す。 
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nama ̱ḥ śīghri ̍yāya ca ̱ śībhyā̍ya ca ̱  
ナマッ シーグリヤーヤ チャ シービャーヤ チャ  

ナマ（） ーリヤーヤ チャ ーヤーヤ チャ  

素早く動くもの（シーグリヤーヤ）や、真っ逆さまに落ちる滝の中にいる神（シービャ
ーヤ）に帰命いたします。 

nama ̍ ū̱rmyā̍ya cāvasva ̱nyā̍ya ca ̱  
ナマ ウールミャーヤ チャーヴァッスワンニャーヤ チャ  

ナマ ウーヤーヤ チャーヴァヴァンヤーヤ チャ  

大きな波の中（ウールミャーヤ）や、静かな水の中にいる神（アヴァッスワンニャーヤ）
に帰命いたします。 

nama ̍ḥ srota ̱syā̍ya ca ̱ dvīpyā̍ya ca 5 
ナマッ スロータッスヤーヤ チャ ドウィーピャーヤ チャ  

ナマ（） ロータヤーヤ チャ ヴィーヤーヤ チャ５ 

奔流の中（スロータッスヤーヤ）や島の中にいる神（ドウィーピャーヤ）に帰命いたし
ます。 

namo ̎ jye ̱ṣṭhāya ̍ ca kani ̱ṣṭhāya ̍ ca  
ナモーー ヂィエーシターヤ チャ カニシターヤ チャ  

ナモー＝ ーーヤ チャ カニーヤ チャ  

最年長であり（ヂィエーシターヤ）最年少である神（カニシターヤ）に帰命いたしま
す。 

nama ̍ḥ pūrva ̱jāya ̍ cāpara ̱jāya ̍ ca ̱  
ナマッ プールヴァヂャーヤ チャーパラヂャーヤ チャ  

ナマ（） プーヴァヂャーヤ チャーパラヂャーヤ チャ  

原初の原因であり（プールヴァヂャーヤ）その後の結果である神（アパラヂャーヤ）に
帰命いたします。 

namo ̍ madhya ̱māya ̍ cāpaga ̱lbhāya ̍ ca ̱  
ナモー マッディヤマーヤ チャーパガルバーヤ チャ  

ナモー マヤマーヤ チャーパガーヤ チャ  

永遠の若者であり（マッディヤマーヤ）幼児でもある神（アパガルバーヤ）に帰命いた
します。 
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namo ̍ jagha ̱nyā̍ya ca ̱ budhni ̍yāya ca ̱  
ナモー ヂャガンニャーヤ チャ ブッ（ド）ニヤーヤ チャ  

ナモー ヂャンヤーヤ チャ ブニヤーヤ チャ  

腰部（ヂャガンニャーヤ）や根の中にいる神（ブッドニヤーヤ）に帰命いたします。 

nama ̍ḥ so ̱bhyā̍ya ca prati-sa ̱ryā̍ya ca ̱  
ナマッ ソービャーヤ チャ プラティ サルヤーヤ チャ  

ナマ() ソーヤーヤ チャ ラティ サヤーヤ チャ  

悪徳と美徳の中に存在し（ソービャーヤ）、活動的なすべてのものの中に存在する
神（プラティ サルヤーヤ）に帰命いたします。 

namo ̱ yāmyā̍ya ca ̱ kṣemyā̍ya ca ̱ 
ナモー ヤーンミャーヤ チャ クシェーンミャーヤ チャ  

ナモー ヤーヤーヤ チャ ェーヤーヤ チャ  

死の世界（ヤーンミャーヤ）と解脱の世界にいる神（クシェーンミャーヤ）に帰命いた
します。 

nama ̍ urva ̱ryā̍ya ca ̱ khalyā̍ya ca ̱  
ナマ ウルヴァルヤーヤ チャ カッリャーヤ チャ  

ナマ ウヴァヤーヤ チャ ヤーヤ チャ  

未開発の土地（ウルヴァルヤーヤ）や、農場の中に存在する神（カッリャーヤ）に帰
命いたします。 

nama ̱ḥ ślokyā̍ya cā'vasā̱nyā̍ya ca ̱  
ナマッ シローキャーヤ チャー ヴァサーンニャーヤ チャ  

ナマ() ーヤーヤ チャー ’ヴァサーンヤーヤ チャ  

ヴェーダのマントラによって賛美され（シローキャーヤ）、ヴェーダーンタのウパニシ
ャッドの中で説明される神（アヴァサーンニャーヤ）に帰命いたします。 

namo ̱ vanyā̍ya ca ̱ kakṣyā̍ya ca ̱  
ナモー ヴァンニャーヤ チャ カックシヤーヤ チャ  

ナモー ヴァンヤーヤ チャ カヤーヤ チャ  

森の中の木（ヴァンニャーヤ）や、日陰のつる草の姿をとる神（カックシャーヤ）に帰
命いたします。 
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nama ̍ḥ śra ̱vāya ̍ ca prati-śra ̱vāya ̍ ca ̱  
ナマッ シラヴァーヤ チャ プラティ シラヴァーヤ チャ  

ナマ() ラヴァーヤ チャ ラティ ラヴァーヤ チャ  

音（シラヴァーヤ）とその反響の中に存在する神（プラティ シラヴァーヤ）に帰命いた
します。 

nama ̍ ā̱śuṣe ̍ṇāya cā̱śura ̍thāya ca ̱  
ナマ アーシュシェーナーヤ チャーシュラターヤ チャ  

ナマ アーュェーーヤ チャーュラーヤ チャ  

迅速に動く軍隊を持つ神（アーシュシェーナーヤ）、非常に速い二輪戦車に乗る神
（アーシュラターヤ）に帰命いたします。 

nama ̱ḥ śūrā̍ya cāvabhinda ̱te ca ̱  
ナマッ シューラーヤ チャーヴァビンダテー チャ  

ナマ() ューラーヤ チャーヴァンダテー チャ  

剛勇の士である神（シューラーヤ）、敵を滅ぼす神（アヴァビンダテー）に帰命いたし
ます。 

namo ̍ va ̱rmiṇe ̍ ca varū̱thine ̍ ca ̱  
ナモー ヴァルミネー チャ ヴァルーティネー チャ  

ナモー ヴァミー チャ ヴァルーィネー チャ  

自ら武装し（ヴァルミネー）、御者の安全を確保する神（ヴァルーティネー）に帰命い
たします。 

namo ̍ bi ̱lmine ̍ ca kava ̱cine ̍ ca ̱  
ナモー ビルミネー チャ カヴァチネー チャ  

ナモー ビミネー チャ カヴァチネー チャ  

鎧（カヴァチネー）かぶとを身に着けた神（ビルミネー）に帰命いたします。 

nama ̍ḥ śru ̱tāya ̍ ca śruta-se ̱nāya ̍ ca 6 
ナマッ シルターヤ チャ シルタ セーナーヤ チャ  

ナマ（） ルターヤ チャ ルタ セーナーヤ チャ６ 

ヴェーダで讃えられる神（シルターヤ）、称賛される軍隊を持つ神（シルタ セーナー
ヤ）に帰命いたします。 
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namo ̍ dundu ̱bhyā̍ya cāhana ̱nyā̍ya ca ̱  

ナモー ドゥンドゥッビャーヤ チャーハナンニャーヤ チャ  

ナモー ドゥンドゥヤーヤ チャーハナンヤーヤ チャ  

太鼓（ドゥンドゥッビャーヤ）の姿や、バチ（アーハナンニャーヤ）の姿をしていらっし
ゃるあなたに帰命いたします。 

namo ̍ dhṛ̱ṣṇave ̍ ca pramṛ̱śāya ̍ ca ̱  
ナモー ドゥルシナヴェー チャ プラムルシャーヤ チャ  

ナモー ヴェー チャ ラャーヤ チャ  

勇敢な方（ドゥルシナヴェー）の姿や、慎重な方（プラムルシャーヤ）の姿を取られる
あなたに帰命いたします。 

namo ̍ dū̱tāya ̍ ca ̱ prahi ̍tāya ca ̱  
ナモー ドゥーターヤ チャ プラヒターヤ チャ  

ナモー ドゥーターヤ チャ ラヒターヤ チャ  

使者（ドゥーターヤ）の姿や、特別な目的のために使わされた特別な代表者（プラヒ
ターヤ）の姿を取られるあなたに帰命いたします。 

namo ̍ niṣa ̱ṅgiṇe ̍ ceṣudhi ̱mate ̍ ca ̱  
ナモー ニシャンギネー チェーシュディマテー チャ  

ナモー ニャギー チェーュィマテー チャ  

刀（ニシャンギネー）を帯びたり、矢筒（チェーシュディマテー）を使ったりされるあな
たに帰命いたします。 

nama ̍s-tī̱kṣṇeṣa ̍ve cāyu ̱dhine ̍ ca ̱  
ナマス ティークシネーシャヴェー チャーユディネー チャ  

ナマ ティーーャヴェー チャーユィネー チャ  

鋭い矢（ティークシネーシャヴェー）をお持ちであったり、多くの武器（アーユディネ
ー）をお持ちであったりされるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ svāyu ̱dhāya ̍ ca su ̱dhanva ̍ne ca ̱  
ナマッ スワーユダーヤ チャ スダンヴァネー チャ  

ナマ() ヴァーユーヤ チャ スンヴァネー チャ  

独自の武器である、トゥリシューラ（スワーユダーヤ）という三叉の鉾や、ピナーカの
弓（スダンヴァネー）をお持ちのあなたに帰命いたします。 
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nama ̱ḥ srutyā̍ya ca ̱ pathyā̍ya ca ̱  
ナマッ スルッティヤーヤ チャ パッティヤーヤ チャ  

ナマ（） ルヤーヤ チャ パヤーヤ チャ  

小さな道（スルッティヤーヤ）や、しっかり整備された道（パッティヤーヤ）をお歩きに
なるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ kā̱ṭyā̍ya ca nī̱pyā̍ya ca ̱  
ナマッ カーティヤーヤ チャ ニーピャーヤ チャ  

ナマ（） カーヤーヤ チャ ニーヤーヤ チャ  

湿地（カーティヤーヤ）や、水のたまった場所（ニーピャーヤ）にいらっしゃるあなた
に帰命いたします。 

nama ̱ḥ sūdyā̍ya ca sara ̱syā̍ya ca ̱  
ナマッ スーディヤーヤ チャ サラッスヤーヤ チャ  

ナマ（） スーヤーヤ チャ サラヤーヤ チャ  

溝（スーディヤーヤ）の中や、湖（サラッスヤーヤ）の中にいらっしゃるあなたに帰命
いたします。 

namo ̍ nā̱dyāya ̍ ca vaiśa ̱ntāya ̍ ca ̱ 
ナモー ナーディヤーヤ チャ ヴァィシャンターヤ チャ  

ナモー ナーヤーヤ チャ ヴァィャンターヤ チャ  

河川に流れる水（ナーディヤーヤ）の中や、沼地の水（ヴァィシャンターヤ）の中にい
らっしゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̱ḥ kūpyā̍ya cāva ̱ṭyā̍ya ca ̱  
ナマッ クーピャーヤ チャーヴァッティヤーヤ チャ  

ナマ（） クーヤーヤ チャーヴァヤーヤ チャ  

井戸（クーピャーヤ）の中の水や、穴（アヴァッティヤーヤ）にたまった水として存在さ
れるあなたに帰命いたします。 

namo ̱ varṣyā̍ya cāva ̱rṣyāya ̍ ca ̱  

ナモー ヴァルシヤーヤ チャーヴァルシヤーヤ チャ  

ナモー ヴァヤーヤ チャーヴァヤーヤ チャ  

雨水（ヴァルシヤーヤ）として、また、雨に頼らない（アヴァルシヤーヤ）海水や泉の
水として存在されるあなたに帰命いたします。 
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namo ̍ me ̱ghyā̍ya ca vidyu ̱tyā̍ya ca ̱  
ナモー メーギャーヤ チャ ヴィッディユッティヤーヤ チャ  

ナモー メーヤーヤ チャ ヴィユヤーヤ チャ  

雲（メーギャーヤ）や、稲妻（ヴィッデュッティヤーヤ）として存在されるあなたに帰命
いたします。 

nama ̍ ī̱dhriyā̍ya cāta ̱pyā̍ya ca ̱  

ナマ イードリヤーヤ チャータッピャーヤ チャ  

ナマ イーリヤーヤ チャータヤーヤ チャ  

晴れ渡った秋の空（イードリヤーヤ）や、熱い太陽（アータッピャーヤ）として存在され
るあなたに帰命いたします。 

namo ̱ vātyā̍ya ca ̱ reṣmi ̍yāya ca ̱  
ナモー ヴァーティヤーヤ チャ レーシミヤーヤ チャ  

ナモー ヴァーヤーヤ チャ レーミヤーヤ チャ  

強い風を伴った雨（ヴァーティヤーヤ）として、雹（ひょう）の嵐（レーシミヤーヤ）とし
て存在されるあなたに帰命いたします。 

namo ̍ vāsta ̱vyā̍ya ca vāstu ̱ pāya ̍ ca 7 
ナモー ヴァースタッヴィヤーヤ チャ ヴァーストゥ パーヤ チャ  

ナモー ヴァータヤーヤ チャ ヴァートゥ パーヤ チャ７ 

富（ヴァースタッヴィヤーヤ）として存在されるあなたに、またこの富を保護される方
（ヴァーストゥ パーヤ）として存在されるあなたに帰命いたします。 

 

om hara hara hara hara om  
オーム ハラ ハラ ハラ ハラ オーム  

オ
※

ー ハラ ハラ ハラ ハラ オー  

オーム ハラ！ 取り去ってください（ハラ）、 取り去ってください ハラ！ オーム 

（この行は唱えられないことがあります） 

nama ̱ḥ somā̍ya ca ru ̱drāya ̍ ca ̱  
ナマッ ソーマーヤ チャ ルッドラーヤ チャ  

ナマ（） ソーマーヤ チャ ルラーヤ チャ  

あらゆる悲しみを取り除かれる方（ルッドラーヤ）であり、聖なる至福の甘露（ソーマ
ーヤ）でいらっしゃるあなたに帰命いたします。 
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nama ̍s-tā̱mrāya ̍ cāru ̱ṇāya ̍ ca ̱  
ナマス タームラーヤ チャールナーヤ チャ  

ナマ ターラーヤ チャールーヤ チャ  
昇る朝日の深紅の色（タームラーヤ）と、高く昇った太陽の黄金の色（アルナーヤ）を
お持ちのあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ śa ̱ṅgāya ̍ ca paśu ̱-pata ̍ye ca ̱ 
ナマッ シャンガーヤ チャ パシュ パタィエー チャ  

ナマ（） ャガーヤ チャ パュ パター チャ  

私たちに幸せを授ける方（シャンガーヤ）であり、万物（パシュ）の主でいらっしゃるあ
なたに帰命いたします。 

nama ̍ u ̱grāya ̍ ca bhī̱māya ̍ ca ̱  
ナマ ウッグラーヤ チャ ビーマーヤ チャ  

ナマ ウラーヤ チャ ーマーヤ チャ  

凄まじい方（ウッグラーヤ）であり、見たものを震え上がらせる（ビーマーヤ）あなたに
帰命いたします。 

namo ̍ agre-va ̱dhāya ̍ ca dūre-va ̱dhāya ̍ ca ̱  
ナモー アッグレー ヴァダーヤ チャ ドゥーレー ヴァダーヤ チャ  

ナモー アレー ヴァーヤ チャ ドゥーレー ヴァーヤ チャ  

面と向かって攻撃を仕掛け（アッグレー ヴァダーヤ）、かつ遠くから攻撃を仕掛けら
れる（ドゥーレー ヴァダーヤ）あなたに帰命いたします。 

namo ̍ ha ̱ntre ca ̱ hanī̍yase ca ̱  
ナモー ハントレー チャ ハニーヤセー チャ  

ナモー ハンレー チャ ハニーヤセー チャ  

敵を滅ぼし（ハントレー）、最後の消滅の時に万物を破壊される方（ハニーヤセー）
でいらっしゃるあなたに帰命いたします。 

namo ̍ vṛ̱kṣebhyo ̱ hari- ̍keśebhyo ̱  
ナモー ヴルックシェービョー ハリ ケーシェービョー  

ナモー ェーヨー ハリ ケーェーヨー  

木々（ヴルックシェービョー）や木の葉（ハリ ケーシェービョー）の姿で存在していら
っしゃるあなたに帰命いたします。 
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nama ̍s-tā̱rāya ̱  
ナマス ターラーヤ  

ナマ ターラーヤ  

OM の中に常住して我々が生死の海を渡るのを助けて下さる（ターラーヤ）あなたに
帰命いたします。 

nama ̍ś-śa ̱ṁbhave ̍ ca mayo ̱-bhave ̍ ca ̱  
ナマッ シャンバヴェー チャ マヨー バヴェー チャ  

ナマ（） ャヴェー チャ マヨー ヴェー チャ  

私たちがあの世における至福と平安を手に入れることを助けてくださり（シャンバヴェ
ー）、私たちがこの世で至福と平安を得る（マヨー バヴェー）ことを助けて下さるあな
たに帰命いたします。 

nama ̍ḥ śaṅka ̱rāya ̍ ca mayas-ka ̱rāya ̍ ca ̱  
ナマッ シャンカラーヤ チャ マヤス カラーヤ チャ  

ナマ（） ャカラーヤ チャ マヤ カラーヤ チャ  

後の世における至福と平安（シャンカラーヤ）と、この世における至福と平安（マヤス 
カラーヤ）を創造される（カラーヤ：する）あなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ śi ̱vāya ̍ ca śi ̱va-ta ̍rāya ca ̱  
ナマッ シヴァーヤ チャ シヴァ タラーヤ チャ  

ナマ（） ヴァーヤ チャ ヴァ タラーヤ チャ  

吉祥（シヴァーヤ）であって、他のすべてよりもさらに吉祥（シヴァ タラーヤ）でいらっ
しゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̱s-tīrthyā̍ya ca ̱ kūlyā̍ya ca ̱  
ナマス ティールティヤーヤ チャ クーリャーヤ チャ  

ナマ ティーヤーヤ チャ クーヤーヤ チャ  

聖地（ナマス ティールティヤーヤ）や川岸（クーリャーヤ）においでのあなたに帰命
いたします。 

nama ̍ḥ pā̱ryā̍ya cāvā̱ryā̍ya ca ̱  
ナマッ パールヤーヤ チャーヴァールヤーヤ チャ  

ナマ（） パーヤーヤ チャーヴァーヤーヤ チャ  

（輪廻の海の）向こう岸（パールヤーヤ）にもこちらの岸（アヴァールヤーヤ）にもいら
っしゃって、私たちが死の海を越えて誕生することを助けてくださったあなたに帰命
いたします。 
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nama ̍ḥ pra ̱tara ̍ṇāya co ̱ttara ̍ṇāya ca ̱  
ナマッ プラタラナーヤ チョーッタラナーヤ チャ  

ナマ（） ラタラーヤ チョー（）タラーヤ チャ  

この誕生は、私たちが生死の輪廻を越える（プラタラナーヤ）のに役立ちます。あな
たは、私たちがこの世に生まれることを助けてくださった上に、私たちがこの生死の
海を渡って向こう岸に到達すること（ウッタラナーヤ）を助けてくださいます。 

nama ̍ ātā̱ryā̍ya cālā̱dyā̍ya ca ̱  
ナマ アータールヤーヤ チャーラーディヤーヤ チャ  

ナマ アーターヤーヤ チャーーヤーヤ チャ  

何度も繰り返して生まれる方（アータールヤーヤ）としてこの世におられ、すべての
行為の果実（アーラーディヤーヤ）を味わうあなたに帰命いたします。 

nama ̱ḥ śaṣpyā̍ya ca ̱ phenyā̍ya ca ̱  
ナマッ シャシピャーヤ チャ ぺーンニャーヤ チャ  

ナマ（） ャヤーヤ チャ ーンヤーヤ チャ  

柔らかい草（シャシピャーヤ）の姿や、水の波に含まれる泡（ぺーンニャーヤ）の形で
存在していらっしゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ sika ̱tyā̍ya ca pravā̱hyā̍ya ca8 
ナマッ スィカッティヤーヤ チャ プラヴァーヒャーヤ チャ  

ナマ（） スィカヤーヤ チャ ラヴァーヤーヤ チャ８ 

砂（スィカッティヤーヤ）や、流れる水（プラヴァーヒャーヤ）の形で存在していらっし
ゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ iri ̱ṇyā̍ya ca prapa ̱thyā̍ya ca ̱  
ナマ イリンニャーヤ チャ プラパッティヤーヤ チャ  

ナマ イリヤーヤ チャ ラパヤーヤ チャ  

荒れ地（イリンニャーヤ）にも、新しく踏み固められた道（プラパッティヤーヤ）にもい
らっしゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ kigṁśi ̱lāya ̍ ca ̱ kṣaya ̍ṇāya ca ̱  
ナマッ キグムシラーヤ チャ クシャヤナーヤ チャ  

ナマ（） キーヤ チャ ャヤーヤ チャ  

岩の多い、ゴツゴツして人の住めない場所（キグムシラーヤ）にも、人の住める場所
（クシャヤナーヤ）にもいらっしゃるあなたに帰命いたします。 
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nama ̍ḥ kapa ̱rdine ̍ ca pula ̱staye ̍ ca ̱  
ナマッ カパルディネー チャ プラスタィエー チャ  

ナマ（） カパディネー チャ プター チャ  

毛がもつれて固まった髪（カパルディネー）や、波立った巻き毛の髪（プラスタィエ
ー）をお持ちのあなたに帰命いたします。 

namo ̱ goṣṭhyā̍ya ca ̱ gṛhyā̍ya ca ̱  
ナモー ゴーシティヤーヤ チャ グルッヒャーヤ チャ  

ナモー ゴーヤーヤ チャ ヤーヤ チャ  

知識の場（グルクラ：ゴーシティヤーヤ）にも、それを支える家々（グルッヒャーヤ）に
もお住まいのあなたに帰命いたします。 

nama ̱s-talpyā̍ya ca ̱ gehyā̍ya ca ̱  
ナマス タルピャーヤ チャ ゲーヒャーヤ チャ  

ナマ タヤーヤ チャ ゲーヤーヤ チャ  

長椅子（タルピャーヤ）の上や立派な邸宅（ゲーヒャーヤ）の中で横になられるあな
たに帰命いたします。 

nama ̍ḥ kā̱ṭyā̍ya ca gahvare ̱ṣṭhāya ̍ ca ̱  
ナマッ カーティヤーヤ チャ ガッフワレーシターヤ チャ  

ナマ（） カーヤーヤ チャ ガヴァレーーヤ チャ  

棘だらけで足を踏み込めない森の中（カーティヤーヤ）にも、山の洞窟（ガッフワレ
ーシターヤ）の中にもいらっしゃるあなたに帰命いたします。 

namo ̎ hrada ̱yyā̍ya ca nive ̱ṣpyā̍ya ca ̱  
ナモーー フラダッヤーヤ チャ ニヴェーシピャーヤ チャ  

ナモー＝ ラダ（）ヤーヤ チャ ニヴェーヤーヤ チャ  

深い水の中（フラダッヤーヤ）にも、露の滴（しずく）（ニヴェーシピャーヤ）の中にも
いらっしゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ pāgṁ-sa ̱vyā̍ya ca raja ̱syā̍ya ca ̱  
ナマッ パーグム サッヴィヤーヤ チャ ラヂャッスヤーヤ チャ  

ナマ（） パー サヤーヤ チャ ラヂャヤーヤ チャ  

微細な原子や小さくて目に見えないゴミ（パーグム サッヴィヤーヤ）の中にも、目に
見えるゴミ（ラヂャッスヤーヤ）の中にもいらっしゃるあなたに帰命いたします。 
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nama ̱ḥ śuṣkyā̍ya ca hari ̱tyā̍ya ca ̱  
ナマッ シュシキャーヤ チャ ハリッティヤーヤ チャ  

ナマ（） ュヤーヤ チャ ハリヤーヤ チャ  

乾いた薪の（シュシキャーヤ）中にも、緑の湿った草地（ハリッティヤーヤ）にもいらっ
しゃるあなたに帰命いたします。 

namo ̱ lopyā̍ya cola ̱pyā̍ya ca ̱  
ナモー ローピャーヤ チョーラッピャーヤ チャ  

ナモー ーヤーヤ チョーヤーヤ チャ  

不毛な土壌（ローピャーヤ）にも、粗末な草（ウラッピャーヤ）の中にもいらっしゃるあ
なたに帰命いたします。 

nama ̍ ū̱rvyā̍ya ca sū̱rmyā̍ya ca ̱  
ナマ ウールヴィヤーヤ チャ スールミャーヤ チャ  

ナマ ウーヤーヤ チャ スーヤーヤ チャ  

大地に育つ植物（ウールヴィヤーヤ）の中にも、美しい波（スールミャーヤ）を立てる
川の中にもいらっしゃるあなたに帰命いたします。 

nama ̍ḥ pa ̱rṇyā̍ya ca parṇaśa ̱dyā̍ya ca ̱  
ナマッ パルニャーヤ チャ パルナシャッディヤーヤ チャ  

ナマ（） パヤーヤ チャ パャヤーヤ チャ  

緑の葉（パルニャーヤ）にも、枯れた葉（パルナシャッディヤーヤ）にもいらっしゃるあ
なたに帰命いたします。 

namo ̍'pagu ̱ramā̍ṇāya cābhighna ̱te ca ̱  
ナモー パグラマーナーヤ チャービッグナテー チャ  

ナモー ’パグラマーーヤ チャーナテー チャ  

（攻撃のために）腕をお上げになった（パグラマーナーヤ）あなたに、また正面から
攻撃される（ビッグナテー）あなたに帰命いたします。 

nama ̍ ākhkhida ̱te ca ̍ prakhkhida ̱te ca ̱  
ナマ アーッキダテー チャ プラッキダテー チャ  

ナマ アー（）ダテー チャ ラ（）ダテー チャ  

軽い苦痛（アーッキダテー）と深刻な苦痛（プラッキダテー）をお与えになるあなたに
帰命いたします。 
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namo ̍ vaḥ kiri ̱kebhyo ̍ de ̱vānā̱gṁ̱ hṛda ̍yebhyo ̱  
ナモー ヴァッ キリケービョー デーヴァーナーグム フルダィエービョー  

ナモー ヴァ（） キリケーヨー デーヴァーナー ダーヨー  

富を注がれる（キリケービョー）あなたに、また神々と有徳の人々（デーヴァーナーグ
ム）のハートの中にお住まい（フルダィエービョー）のあなたに帰命いたします。 

namo ̍ vikṣīṇa ̱kebhyo ̱ namo ̍ vicinva ̱tkebhyo ̱ 
ナモー ヴィックシーナケービョー ナモー ヴィチンヴァ（ト）ケービョー  

ナモー ヴィーケーヨー ナモー ヴィチンヴァケーヨー  

衰えることのない（ヴィックシーナケービョー）あなたに帰命いたします。 

私たちに代わって、私たちの願うものを集め、それを授けてくださる（ヴィチンヴァッ
ケービョー）あなたに帰命いたします。 

nama ̍ ānirha ̱tebhyo ̱ nama ̍ āmīva ̱tkebhya ̍ḥ 9 
ナマ アーニルハテービョー ナマ アーミーヴァ（ト）ケービャハ  

ナマ アーニハテーヨー ナマ アーミーヴァケーヤ９ 

あらゆる形の私たちの罪を滅ぼしてくださる（アーニルハテービョー）あなたに帰命
いたします。内在の真我を拒絶した（アーミーヴァットケービャハ）人々の姿の中にさ
えいらっしゃるあなたに帰命いたします。 

drāpe ̱ andha ̍saspate ̱ dari ̍dra ̱n-nīla ̍lohita |  
ドラーペー アンダサスパテー ダリッドラン ニーラローヒタ  

ラーペー アンサパテー ダリラン ニーーヒタ 

おお、ルッドラ神よ！ あなたはすべての食物を分配される方（アンダサスパテー）で
あり、首は青黒く（ニーラ）、身体のその他の部分は赤色（ローヒタ）です。あなたは罪
人たちに卑劣な生き方（ドラーペー）をお許しになり、あらゆる富を持ちながら、貧し
く（ダリッドラン）生きることを選ばれます。 
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e ̱ṣāṁ puru ̍ṣāṇām-e ̱ṣāṁ pa ̍śū̱nāṁ  
mā bher-mā'ro ̱ mo e ̍ṣā̱ṁ kiñca ̱n-āma ̍mat |  

エーシャーム プルシャーナーメーシャーム パシューナーム  

マー ベール マー ロー モー エーシャーム キンチャナーママト（ウ）  

エーャー プルャーーメーャー パューナー  

マー ー マー ’ロー モー エーャー キチャナーママ 

おお、ルッドラ神よ！ これらの（エーシャーム）、私たちに近い大切な人々（プルシ
ャーナーム）を脅かさないでください。おお、ルッドラ神よ！ これらの私たちの牛た
ち（パシューナーム）を脅かさないでください。これら（親類と牛）のうちの一人や一頭
（キンチャン）でさえも、脅かされたり（ベール）、死んだり（マー ロー）、病気になっ
たりしない（モー ママトゥ）ようにしてください。 

yā te ̍ rudra śi ̱vā ta ̱nūḥ śi ̱vā vi ̱śvāha ̍-bheṣajī |  
ヤー テー ルッドラ シヴァー タヌーッ シヴァー ヴィッシワーハ ベーシャヂー  

ヤー テー ルラ ヴァー タヌー（）  

ヴァー ヴィヴァーハ ーャヂー 

おお、ルッドラ神よ！ 私たちは、いつの日にも（ヴィッシワーハ）吉祥（シヴァー）で
癒しを与える（ベーシャヂー）、あなたのあの御姿を祈り求めます。 

śi ̱vā ru ̱drasya ̍ bheṣa ̱jī tayā̍ no mṛḍa jī̱vase ̎ |  
シヴァー ルッドラッスヤ ベーシャヂー タヤー ノー ムルダ ヂーヴァセーー  

ヴァー ルラヤ ーャヂー  

タヤー ノー  ヂーヴァセー＝ 

おお、ルッドラ神よ！ この吉祥にして癒しを与えるあなたの御姿で、私たちに生涯
にわたる（ヂーヴァセー）至福（ムルダ）をお授けください。 

i ̱māgṁ ru ̱drāya ̍ ta ̱vase ̍ kapa ̱rdine ̎  
kṣa ̱ya-dvī̍rāya ̱ prabha ̍rāmahe ma ̱tim |  

イマーグム ルッドラーヤ タヴァセー カパルディネーー  

クシャヤ ドウィーラーヤ プラバラーマヘー マティム  

イマー ルラーヤ タヴァセー カパディネー＝  

ャヤ ヴィーラーヤ ララーマヘー マティ 

おお、ルッドラ神よ！ あなたは強力で（タヴァセー）あり、もつれて固まった髪（カパ
ルディネー）をお持ちで、敵を破壊なさいます（クシャヤ ドウィーラーヤ）。私たちが
あなたを礼拝し瞑想することにより、知性と心（マティム）を養い育む（プラバラーマヘ
ー）ことができますように。 
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yathā̍ na ̱ḥ śamasa ̍d-dvi ̱pade ̱ catu ̍ṣpade ̱  
viśva ̍ṁ pu ̱ṣṭaṁ grāme ̍ a ̱smin-nanā̍turam |  

ヤター ナッ シャマサッ ドウィパデー チャトゥシパデー  

ヴィッシワム プシタム グラーメー アスミン ナナートゥラム  

ヤー ナ（） ャマサ（） ヴィパデー チャトゥパデー  

ヴィヴァ プ ラーメー アミン ナナートゥラ 

おお、ルッドラ神よ！ あなたの恩寵と私たちのこの態度によって、すべての人類（ド
ウィパデー）とすべての動物たち（チャトゥシパデー）と、この社会（グラーメー：村）の
すべての人員に幸せ（シャム）がもたらされますように。この世界のすべての生き物
（ヴィッシワム）に、十分な栄養が行きわたり（プシタム）、病気にかかりません（アナー
トゥラム）ように。 

mṛ̱ḍā no ̍ rudro ̱ta no ̱ maya ̍skṛdhi  
kṣa ̱ya-dvī̍rāya ̱ nama ̍sā vidhema te |  

ムルダー ノー ルッドロータ ノー マヤスクルディ  

クシャヤ ドウィーラーヤ ナマサー ヴィデーマ テー  

ー ノー ルロータ ノー マヤィ  

ャヤ ヴィーラーヤ ナマサー ヴィーマ テー 

おお、ルッドラ神よ！ この世と次の世において、私たちに幸せ（ムルダー）をお授
けください。おお、私たちの罪を滅ぼしてくださった（クシャヤ ドウィーラーヤ）ルッド
ラ神よ！ 私たちは、ご挨拶をしてあなたに奉仕し、あなたを礼拝します（ナマサー 
ヴィデーマ）。 

yacchaṁ ca ̱ yoś-ca ̱ manu ̍r-āya ̱je pi ̱tā  
tada ̍śyāma ̱ tava ̍ rudra ̱ praṇī̍tau |  

ヤッチャム チャ ヨーシ チャ マヌラーヤヂェー ピター  

タダッシヤーマ タヴァ ルッドラ プラニータゥ  

ヤ（）ャ チャ ヨー チャ マヌラーヤヂェー ピター  

タダヤーマ タヴァ ルラ ラータゥ 

おお、ルッドラ神よ！ 私たちの父祖（ピター）であるマヌがあなたに願い求めて得た
あの幸せ（ヤッチャム）と悲しみからの解放（ヨーシ チャ）とを、あなたの祝福（タヴァ 
プラニータゥ）によって、私たちも得る（アッシヤーマ）ことができますように。 
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mā no ̍ ma ̱hānta ̍m-u ̱ta mā no ̍ arbha ̱kaṁ  
mā na ̱ ukṣa ̍ntam-u ̱ta mā na ̍ ukṣi ̱tam |  

マー ノー マハーンタムタ マー ノー アルバカム  

マー ナ ウックシャンタムタ マー ナ ウックシタム  

マー ノー マハーンタムタ マー ノー アカ  

マー ナ ウャンタムタ マー ナ ウタ 

おお、ルッドラ神よ！ 年長者たち（マハーンタム）や、いたいけない赤ちゃんたち
（アルバカム）、繁殖能力のある若者たち（ウックシャンタム）、胎内の嬰児たち（ウック
シタム）を苦しめない（マー）でください。 

mā no ̍'vadhīḥ pi ̱taraṁ̱ mota mā̱tara ̍ṁ  
pri ̱yā mā na ̍sta ̱nuvo ̍ rudra rīriṣaḥ |  

マー ノー ヴァディーッ ピタラム モータ マータラム  

プリヤー マー ナスタヌヴォー ルッドラ リーリシャハ  

マー ノー ’ヴァィー（） ピタラ モータ マータラ  

リヤー マー ナタヌヴォー ルラ リーリャ 

おお、ルッドラ神よ！ 我々の父たち（ピタラム）や母たち（マータラム）を苦しめ（ヴァ
ディーヒ）ない（マー）でください。 おお、ルッドラ神よ！ 私たちの大切な人々（プリ
ヤー）の身体をお守りください。 

mā na ̍sto ̱ke tana ̍ye ̱ mā na ̱ āyu ̍ṣi ̱ mā no ̱ goṣu ̱ mā no ̱ aśve ̍ṣu rīriṣaḥ |  
マー ナストーケー タナィエー マー ナ アーユシ  

マー ノー ゴーシュ マー ノー アッシウェーシュ リーリシャハ  

マー ナトーケー タナー マー ナ アーユ  

マー ノー ゴーュ マー ノー アヴェーュ リーリャ 

おお、ルッドラ神よ！我々の子供たち（トーケー）と、子孫（タナィエー）と、私たちの
命（アーユシ）をお守りください。おお、ルッドラ神よ！私たちの知識（ゴーシュ：牛）と
私たちの生命エネルギー（アッシウェーシュ：馬）をお守りください。 
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vī̱rān-mā no ̍ rudra bhāmi ̱to'va ̍dhīr- 
ha ̱viṣ-ma ̍nto ̱ nama ̍sā vidhema te |  

ヴィーラーン マー ノー ルッドラ バーミトー ヴァディール  

ハヴィシ マントー ナマサー ヴィデーマ テー  

ヴィーラーン マー ノー ルラ ーミトー ’ヴァィー  

ハヴィ マントー ナマサー ヴィーマ テー 

おお、ルッドラ神よ！私たちの過ちにお怒り（バーミトー）になって、私たちや我々の
兵士たち（ヴィーラーン）を傷つけないでください。私たちはあなたに奉仕し礼拝し、
これらの供物（ハヴィシ マントー）を聖なる火に捧げることによって、あなたに敬意を
表します（ナマサー）。 

ā̱rātte ̍ go ̱ghna u ̱ta pū̍ruṣa ̱ghne  
kṣa ̱yadvī̍rāya su ̱mnama ̱sme te ̍ astu |  

アーラーッテー ゴーグナ ウタ プールシャッグネー  

クシャヤッドウィーラーヤ スムナマスメー テー アストゥ  

アーラー（）テー ゴーナ ウタ プールャネー  

ャヤヴィーラーヤ スナマメー テー アトゥ 

おお、ルッドラ神よ！敵の兵士（クシャヤッドウィーラーヤ）を滅ぼすあなたの恐ろし
い御姿が、私たちの家畜（ゴーグナ）や我が国の人々（プールシャッグネー）から遠
く離れて（アーラーッテー）いますように。幸せを授ける（スムナマスメー）あなたのあ
の御姿が私たちの近くにありますように（アストゥ）。 

rakṣā̍ ca no ̱ adhi ̍ ca deva brū̱hyadhā̍ ca na ̱ḥ  
śarma ̍ yaccha dvi ̱-barhā̎ḥ |  

ラクシャー チャ ノー アディ チャ デーヴァ ブルーヒャダー チャ ナッ  

シャルマ ヤッチャ ドウィ バルハーーハ  

ラャー チャ ノー アィ チャ デーヴァ ルーヤー チャ ナ（）  

ャマ ヤ（）ャ ヴィ バハー＝ 

おお、ルッドラ神よ！私たちを守護し（ラクシャー）、（この世と後の世との）二つの世
界（ドウィ：二つ）における幸せ（シャルマ）で祝福して（ブルーヒャダー：宣言する）く
ださい。 
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stu ̱hi śru ̱taṁ ga ̍rta ̱sada ̱ṁ yuvā̍naṁ  
mṛ̱ganna bhī̱mam-u ̍paha ̱tnum-u ̱gram |  

ストゥヒ シルタム ガルタサダム ユヴァーナム  

ムルガンナ ビーマムパハ（ト）ヌムッグラム  

トゥヒ ルタ ガタサダ ユヴァーナ  

ガンナ ーマムパハヌムラ 

おお、人よ！ ハートの洞窟（ガルタサダム）に鎮座しておられ、いつまでも若々しく
（ユヴァーナム）、獅子のように恐ろしく（ムルガンナ ビーマ）、獰猛（ウッグラム）で破
壊に携わる（ウパハットヌム）、名高い（シルタム）お方を褒め讃え（ストゥヒ）よ！ 

mṛ̱ḍā ja ̍ri ̱tre ru ̍dra ̱ stavā̍no a ̱nyante ̍ a ̱sman-niva ̍pantu ̱ senā̎ḥ |  
ムルダー ヂャリットレー ルッドラ スタヴァーノー  

アンニャンテー アスマン ニヴァパントゥ セーナーーハ  

ー ヂャリレー ルラ タヴァーノー  

アンヤンテー アマン ニヴァパントゥ セーナー＝ 

おお、ルッドラ神よ！私たちは日々衰える（ヂャリットレー）この肉体の中に居ます。
私たちの称賛を受けて（スタヴァーノー）、あなたが私たちに幸せ（ムルダー）をお授
けくださいますように。あなたの軍隊（セーナーハ）が、私たちではなく、他の人々
（アンニャンテー）を攻撃（ニヴァパントゥ）しますように。 

pari ̍ṇo ru ̱drasya ̍ he ̱tir-vṛ̍ṇaktu ̱ pari ̍ tve ̱ṣasya ̍ durma ̱ti ra ̍ghā̱yoḥ |  
パリノー ルッドラッスヤ ヘーティル ヴルナクトゥ  

パリ トウェーシャッスヤ ドゥルマティ ラガーヨーホ  

パリー ルラヤ ヘーティ トゥ  

パリ ヴェーャヤ ドゥマティ ラーヨー 

あなたのあの武器（ルッドラッスヤ ヘーティル）が私たちを見逃して（パリ ヴルナク
トゥ）くださいますように。私たちの罪に対するあなたの烈火のごとき怒り（ドゥルマテ
ィル）と、その結果としての私たちを罰しようとするあなたの熱意（アガーヨーホ）が、
私たちのもとを離れますように。 



namakam ナマカム（2012/4/28 改訂） 35 

© 2012 Sathya Sai Publications  © 2012 Sathya Sai Organization Japan 

ava ̍ sthi ̱rā ma ̱ghava ̍dbhyas-tanuṣva ̱  
mīḍhva ̍s-to ̱kāya ̱ tana ̍yāya mṛḍaya |  

アヴァ スティラー マガヴァ（ド）ビャス タヌッシワ  

ミードワス トーカーヤ タナヤーヤ ムルダヤ  

アヴァ ィラー マヴァヤ タヌヴァ  

ミーヴァ トーカーヤ タナヤーヤ ヤ 

おお、ルッドラ神よ！私たちを罰しようとする心（スティラー）を消して（タヌッシワ）くだ
さい。私たちはあなたに犠牲の供物（マガヴァ（ド）ビャス）と祈りを捧げました。あな
たは祝福（ミードワス）を授けるお方です。どうか私たちの子供たち（トーカーヤ）や子
孫（タナヤーヤ）を幸せ（ムルダヤ）にしてください。 

mīḍhu ̍ṣṭama ̱ śiva ̍tama śi ̱vo na ̍ḥ su ̱manā̍ bhava |  
ミードゥシタマ シヴァタマ シヴォー ナッ スマナー バヴァ  

ミーゥマ ヴァタマ ヴォー ナ（） スマナー ヴァ 

おお、ルッドラ神よ！あなたは祝福を授ける至高のお方（ミードゥシタマ）です。あな
たはこの上なく吉祥（シヴァタマ）です。吉祥で（シヴォー）いらっしゃって（バヴァ）、
私たちに善意（スマナー）をお持ちください。 

pa ̱ra ̱me vṛ̱kṣa āyu ̍dhan-ni ̱dhāya ̱ kṛtti ̱ṁ vasā̍na ̱  
āca ̍ra ̱ pinā̍ka ̱ṁ bibhra ̱d-āga ̍hi |  

パラメー ヴルックシャ アーユダン ニダーヤ クルッティム ヴァサーナ  

アーチャラ ピナーカム ビッブラダーガヒ  

パラメー ャ アーユン ニーヤ （）ティ ヴァサーナ  

アーチャラ ピナーカ ビラダーガヒ 

おお、ルッドラ神よ！あなたの恐ろしく危険な武器（アーユダン ニダーヤ）をどこか
遠くの高い木（パラメー ヴルックシャ）の上にお置きになってください。どうかあなた
の象の皮で作ったお召物を着て（クルッティム ヴァサーナ）、私たちにお近づき（ア
ーチャラ）ください。あなたのピナカの弓（ピナーカム ビッブラッド）を持ってお出で
ください（アーガヒ）。 

viki ̍rida ̱ vilo ̍hita ̱ nama ̍ste astu bhagavaḥ |  
ヴィキリダ ヴィローヒタ ナマステー アストゥ バガヴァハ  

ヴィキリダ ヴィーヒタ ナマテー アトゥ ガヴァ 

おお、ルッドラ神よ！あなたは私たちに富（ヴィキリダ）を注いでくださいます。私は
赤色（ヴィローヒタ）ではなく、白い色の神様（バガヴァハ）にご挨拶申し上げます（ナ
マステー）。 
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yāste ̍ sa ̱hasrag ̍ṁ he ̱tayo ̱nyam-a ̱sman-niva ̍pantu ̱ tāḥ |  
ヤーステー サハッスラグム ヘータヨーンニャマスマン ニヴァパントゥ ターハ  

ヤーテー サハラ ヘータヨーンヤママン ニヴァパントゥ ター 

おお、ルッドラ神よ！あなたの何千という（サハッスラグム）武器（ヘータイ）が、私た
ちではなく、他の人々（ヨーンニャム）を滅ぼし（ニヴァパントゥ）ますように。 

sa ̱hasrā̍ṇi sahasra ̱dhā bā̍hu ̱vostava ̍ he ̱taya ̍ḥ |  
サハッスラーニ サハッスラダー バーフヴォースタヴァ ヘータヤハ  

サハラー サハラー バーフヴォータヴァ ヘータヤ 

おお、ルッドラ神よ！あなたの腕（バーフヴォースタヴァ）の中には、何千種類（サハ
ッスラダー）もの武器（ヘータヤハ）が、何千丁（サハッスラーニ）もあります。 

tāsā̱m-īśā̍no bhagavaḥ parā̱cīnā̱ mukhā̍ kṛdhi 10 
ターサーミーシャーノー バガヴァッ パラーチーナー ムカー クルディ  

ターサーミーャーノー ガヴァ（） パラーチーナー  

ムー ィ１０ 

おお、神様（バガヴァハ）！ あなたは彼らの主であり神で（ターサーミーシャーノー）
いらっしゃいます。どうかこれらの武器（クルディ）を、私たちの反対側（パラーチーナ
ー）に向かせて（ムカー）ください。 

sa ̱hasrā̍ṇi sahasra ̱śo ye ru ̱drā adhi ̱ bhūmyā̎m |  
サハッスラーニ サハッスラショー ィエー  

ルッドラー アディ ブーンミャーーム 

サハラー サハラョー ー ルラー アィ ーヤー＝│ 

地表（ブーンミャーム）には何千種類もの（サハッスラショー）異なるルッドラ神群（ィ
エールッドラー）が何千体（サハッスラーニ）もお住まいです。 

teṣāg ̍ṁ sahasra-yoja ̱ne'va ̱-dhanvā̍ni tanmasi |  
テーシャーグム サハッスラ ヨーヂャネー ヴァ ダンヴァーニ タンマスィ 

テーャー サハラ ヨーヂャネー ’ヴァ ンヴァーニ タンマスィ│ 

私たちは、これらすべてのルッドラ神群の弓の弦を緩め（タンマスィ）て、彼らの弓
（ダンヴァーニ）を、私たちから何千（サハッスラ）由旬（ヨーヂャネー：長さの単位）も
離れたところに保管しておきましょう。 

a ̱smin-ma ̍ha ̱tya ̍rṇa ̱ve ̎'ntari ̍kṣe bha ̱vā adhi ̍ |  
アスミン マハッティヤルナヴェーー ンタリックシェー バヴァー アディ  

アミン マハヤヴェー＝ ’ンタリェー ヴァー アィ│ 

荘厳な海（マハッティヤルナヴェー）に住むルッドラ神たちもいれば、天と地の間の
空間（アンタリックシェー）に住むルッドラ神たちもいらっしゃいます。 
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nīla ̍-grīvāḥ śiti ̱-kaṇṭhā̎ḥ śa ̱rvā a ̱dhaḥ , kṣa ̍mā-ca ̱rāḥ |  
ニーラ グリーヴァーッ シティ カンターーッ  

シャルヴァー アダハ クシャマー チャラーハ  

ニー リーヴァー（） ティ カー＝（）  

ャヴァー ア、 ャマー チャラー│ 

青い首（ニーラ グリーヴァーハ）と白い喉（のど）（シティ カンターハ）をお持ちで、
地下の世界（クシャマ）を動き回られる（アーチャラーハ）ルッドラ神たちもいらっしゃ
います。 

nīla ̍grīvāḥ śiti ̱kaṇṭhā̱ divag ̍ṁ ru ̱drā upa ̍-śritāḥ |  
ニーラッグリーヴァーッ シティカンター ディヴァグム ルッドラー ウパ シリターハ  

ニーリーヴァー（） ティカー  

ディヴァ ルラー ウパ リター│ 

青い首（ニーラッグリーヴァーハ）と白い喉（のど）（シティカンターハ）をお持ちで、天
上界（ディヴァグム）にお住まいの（シリターハ）ルッドラ神たちもいらっしゃいます。 

ye vṛ̱kṣeṣu ̍ sa ̱spiñja ̍rā̱ nīla ̍-grīvā̱ vilo ̍hitāḥ |  
ィエー ヴルックシェーシュ サスピンヂャラー ニーラ グリーヴァー ヴィローヒターハ  

ー ェーュ サピヂャラー  

ニー リーヴァー ヴィーヒター│ 

木々の上（ヴルックシェーシュ）にお住まいで青い首をしていらっしゃるルッドラ神た
ちもいらっしゃいます。柔らかい草（サスピンヂャラー）の色をしたルッドラ神たちもい
れば、白い色（ヴィローヒターハ：赤くない）のルッドラ神たちもいらっしゃいます 

ye bhū̱tānā̱m-adhi ̍patayo viśi ̱khāsa ̍ḥ kapa ̱rdina ̍ḥ |  
ィエー ブーターナーマディパタヨー ヴィシカーサッ カパルディナハ  

ー ーターナーマィパタヨー ヴィーサ（） カパディナ│ 

万物（ブーターナーム）の主（アディパタヨー）であるルッドラ神たちもいらっしゃいま
す。これらのルッドラ神群の中には、禿頭（ヴィシカーサハ）の方々もいれば、もつれ
て固まった髪（カパルディナハ）をお持ちの方々もいらっしゃいます。 
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ye anne ̍ṣu vi ̱vidhya ̍nti ̱ pātre ̍ṣu ̱ piba ̍to ̱ janān |  
ィエー アンネーシュ ヴィヴィッディヤンティ  

パートレーシュ ピバトー ヂャナーン  

ー アンネーュ ヴィヴィヤンティ  

パーレーュ ピバトー ヂャナーン│ 

様々に異なる種類（ヴィヴィッディヤンティ）の食物（アンネーシュ）や、容器（パートレ
ーシュ）や、人々（ヂャナーン）が摂取する飲み物（ピバトー）に入っているルッドラ神
たちもいらっしゃいます。 

ye pa ̱thāṁ pa ̍thi ̱rakṣa ̍ya ailabṛ̱dā ya ̱vyudha ̍ḥ |  
ィエー パターム パティラックシャヤ アィラブルダー ヤッヴィユダハ  

ー パー パィラャヤ アィダー ヤユ│ 

様々な道（パターム）の主であり守護者（パティラックシャヤ）であるルッドラ神たちも
いらっしゃいます。食物を分配する（アィラブルダー）ルッドラ神たちもいれば、戦士
（ヤッヴィユダハ）であるルッドラ神たちもいらっしゃいます。 

ye tī̱rthāni ̍ pra ̱cara ̍nti sṛ̱kāva ̍nto niṣa ̱ṅgiṇa ̍ḥ |  
ィエー ティールターニ プラチャランティ スルカーヴァントー ニシャンギナハ  

ー ティーーニ ラチャランティ  

カーヴァントー ニャギ│ 

槍（スルカーヴァントー）と矢筒（ニシャンギナハ）を持って聖地（ティールターニ）をさ
迷い歩く（プラチャランティ）ルッドラ神たちもいらっしゃいます。 

ya e ̱tā-va ̍ntaś-ca ̱ bhūyāg ̍ṁ saś-ca ̱ diśo ̍ ru ̱drā vi ̍tasthi ̱re |  
ヤ エーター ヴァンタシ チャ ブーヤーグム サシ チャ  

ディショー ルッドラー ヴィタスティレー  

ヤ エーター ヴァンタ チャ ーヤー サ チャ  

ディョー ルラー ヴィタィレー │ 

これまでに言及されたような（エーター ヴァンタシ）ルッドラ神たちがいらっしゃいま
す。その他にも、様々な方角（ディショー）を占めていらっしゃる（ヴィタスティレー）ル
ッドラ神群もいらっしゃいます。 

teṣāgṁ̍ sahasra-yoja ̱ne'va ̱dhanvā̍ni tanmasi |  
テーシャーグム サハッスラ ヨーヂャネー ヴァダンヴァーニ タンマスィ  

テーャー サハラ ヨーヂャネー ’ヴァンヴァーニ タンマスィ│ 

私たちは、これらすべてのルッドラ神群の弓の弦を緩め（タンマスィ）て、彼らの弓
（ダンヴァーニ）を、私たちから何千（サハッスラ）由旬（ヨーヂャネー：長さの単位）も
離れたところに保管しておきましょう。 
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namo ̍ ru ̱drebhyo ̱ ye pṛ̍thi ̱vyāṁ ye ̎'ntari ̍kṣe ̱ ye di ̱vi yeṣā̱m-anna ̱ṁ  
ナモー ルッドレービョー ィエー プルティッヴィヤーム ィエーー ンタリックシェー  

ィエー ディヴィ ィエーシャーマンナム  

ナモー ルレーヨー ー ィヤー ー＝ ’ンタリェー  

ー ディヴィ ーャーマンナ  

vāto ̍ va ̱ṟṣam-iṣa ̍va ̱s-tebhyo ̱ daśa ̱ prācī̱r- 
daśa ̍ dakṣi ̱ṇā daśa ̍ pra ̱tīcī̱r-daśo-dī̍cīr-daśo ̱rdhvās- 

ヴァートー ヴァルシャミシャヴァス テービョー ダシャ プラーチール  

ダシャ ダックシナー ダシャ プラティーチール 

ダショー ディーチール ダショールドワース  

ヴァートー ヴァャミャヴァ テーヨー ダャ ラーチー  

ダャ ダー ダャ ラティーチー 

ダョー ディーチー ダョーヴァー  

地上（プルティッヴィヤーム）や大気中（アンタリックシェー）、天（ディヴィ）にお住ま
いのルッドラ神群（ルッドレービョー）に帰命いたします（ナモー）。食物（アンナム）や、
風（ヴァートー）、雨（ヴァルシャム）が、これらのルッドラ神群の矢（イシャヴァス）です。
十本（ダシャ）の指を合わせて、東（プラーチール）や南（ダックシナー）、西（プラティ
ーチール）、北（ウディーチール）、上（ウールドワース）を向いていらっしゃるルッドラ
神群に頭を下げてご挨拶を申し上げます。 

tebhyo ̱ nama ̱ste no ̍ mṛḍayantu ̱  
te yaṁ dvi ̱ṣmo yaś-ca ̍ no ̱ dveṣṭi ̱ taṁ vo ̱ jambhe ̍ dadhāmi 11 

テービョー ナマステー ノー ムルダヤントゥ  

テー ヤム ドウィシモー ヤシ チャ ノー ドウェーシティ 

タム ヴォー ヂャンベー ダダーミ  

テーヨー ナマテー ノー ヤントゥ  

テー ヤ ヴィモー ヤ チャ ノー ヴェーィ 

タ ヴォー ヂャー ダーミ１１ 

どうかそれらの神々が私たちを幸せ（ムルダヤントゥ）にしてくださいますように。私は、
私たちが憎む（ドウィシモー）人々と、私たちを憎む（ドウェーシティ）人々を、大きく
開かれたルッドラ神たちの口の中へと投げ込み（ダダーミ：与える）ます。 

[注：投げ込まれたものは憎しみであって人ではありません] 
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trya ̍mbakaṁ yajāmahe suga ̱ndhiṁ pu ̍ṣṭi ̱vardha ̍nam |  
トゥルヤムバカム ヤヂャーマヘー スガンディム プシティヴァルダナム  

ヤバカ ヤヂャーマヘー スガンィ プィヴァナ 

おお、すべてをご存知の神様！（トゥルヤムバカム：三つの目を持った方 三番目の
目は全知と無限の知識の目）私たちはあなたを崇めます（ヤヂャーマヘー）。おお、
素晴らしい香りに満ちた（スガンディム）主よ！ あなたはすべての命を養い、維持し
ていらっしゃいます（プシティヴァルダナム）。 

u ̱rvā̱ru ̱kami ̍va ̱ bandha ̍nān mṛ̱tyor mu ̍kṣīya ̱ mā'mṛtā̎t 
ウルヴァールカミヴァ バンダナーン  

ムルッティヨール ムクシーヤ マー ムルターート  

ウヴァールカミヴァ バンナーン  

ヨー ムーヤ マー ’ター＝ 

熟したキュウリが茎を離れるように、死と死への恐怖から私たちを解放してください
（ウルヴァールカミヴァ バンダナーン）。不滅の甘露をお授けください。おお、神
様！ 肉体の死から私を解放してください。無知という死と、帰依と愛の欠如という形
の死から私を解放してください（ムルッティヨール ムクシーヤ）。 

yo ru ̱dro a ̱gnau yo a ̱psu ya oṣa ̍dhīṣu ̱ yo ru ̱dro viśvā̱ bhuva ̍nā 
vi ̱veśa ̱ tasmai ̍ ru ̱drāya ̱ namo ̍ astu 
ヨー ルッドロー アッグナゥ ヨー アップス ヤ オーシャディーシュ  

ヨー ルッドロー ヴィッシワー ブヴァナー ヴィヴェーシャ 

タスマィ ルッドラーヤ ナモー アストゥ  

ヨー ルロー アナゥ ヨー アス ヤ オーャィーュ  

ヨー ルロー ヴィヴァー ヴァナー ヴィヴェーャ 

タマィ ルラーヤ ナモー アトゥ 

火（アッグナゥ）と水（アップス）と植物（オーシャディーシュ）と全世界（ヴィッシワー 
ブヴァナー）に入り込んで浸透していらっしゃる、あのルッドラ神に帰命いたします。  

ye te ̍ sa ̱hasra ̍m-a ̱yuta ̱ṁ pāśā̱ mṛtyo ̱ martyā̍ya ̱ hanta ̍ve |  
ィエー テー サハッスラマユタム パーシャー  

ムルッティヨー マルティヤーヤ ハンタヴェー  

ー テー サハラマユタ パーャー  

ヨー マヤーヤ ハンタヴェー 

おお、ルッドラ神群の姿をした死（ムルッティヨー）よ！ あなたは生き物を破壊する
（マルティヤーヤ ハンタヴェー）無数の（サハッスラム：1,000 ; アユタム：10,000）
「輪なわ」（パーシャー）をお持ちです。 
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tān ya ̱jñasya ̍ mā̱yayā̱ sarvā̱nava ̍ yajāmahe |  
ターン ヤッグニャッスヤ マーヤヤー サルヴァーナヴァ ヤヂャーマヘー  

ターン ヤヤ マーヤヤー サヴァーナヴァ ヤヂャーマへー 

私は完全なる御守護（サルヴァーナヴァ）をいただくために、これらの霊妙な（マーヤ
ヤー）犠牲（ヤッグニャッスヤ）と供物を捧げてあなたを礼拝します。 

mṛ̱tyave ̱ svāhā̍ mṛ̱tyave ̱ svāhā̎ 
ムルッティヤヴェー スワーハー ムルッティヤヴェー スワーハーー  

ヤヴェー ヴァーハー ヤヴェー ヴァーハー＝ 

死を崇めます。死を崇めます。 

prāṇānāṁ granthirasi rudro mā̍ viśā̱ntakaḥ |  
プラーナーナーム グランティラスィ ルッドロー マー ヴィシャーンタカハ  

ラー－ナー ランィラスィ ルロー マー ヴィャーンタカ  

おお、ルッドラ神よ！ あなたは生命の息吹の流れ（プラーナーナーム）の障害物
（グランティラスィ：結び目）を取り除いて（ヴィシャーンタカハ：終焉）くださいます。 

〔注：つまり、「生死にまつわるあらゆる障害物を取り除いてくださいます」の意〕 

tenān-nenā̎pyāya ̱sva |  
テーナーン ネーナーーピャーヤッスワ  

テーナーン ネーナー＝ヤーヤヴァ 

私の捧げ物を喜んで、私に親切で吉祥なるお姿をお見せください。 

namo rudrāya viṣṇave mṛtyu ̍rme pā̱hi 
ナモー ルッドラーヤ ヴィッシナヴェー ムルッティユルメー パーヒ  

ナモー ルラーヤ ヴィヴェー ユメー パーヒ  

ルッドラ神とヴィシュヌ神に帰命いたします。どうか私が死（ムルッティユルメー）の海
を渡る（パーヒ）ことを助けてください。 

tamu ̍ ṣṭu ̱hi ̱ yaḥ svi ̱ṣuḥ su ̱dhanvā̱ yo viśva ̍sya ̱ kṣaya ̍ti bheṣa ̱jasya ̍ |  
タム シトゥヒ ヤッ スウィシュッ スダンヴァー  

ヨー ヴィッシワッスヤ クシャヤティ ベーシャヂャッスヤ  

タム ゥヒ ヤ（） ヴィュ（） スンヴァー  

ヨー ヴィヴァヤ ャヤティ －ャヂャヤ 

吉祥なる矢（スウィシュフ）と弓（スダンヴァー）をお持ちの方を褒め称えましょう。 

彼こそは、この世（ヴィッシワッスヤ）のすべての薬の源であり、宝庫（ベーシャヂャッ
スヤ）でもあります。 
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yakṣvā̎ma ̱he sau ̎mana ̱sāya ̍ ru ̱draṁ namo ̎bhir-de ̱vam-asu ̍raṁ 
duvasya 
ヤックシワーーマヘー サゥーーマナサーヤ ルッドラム  

ナモーービル デーヴァマスラム ドゥヴァッスヤ  

ヤヴァー＝マヘー サゥ＝マナサーヤ ルラ  

ナモー＝ デーヴァマスラ ドゥヴァヤ 

正しい考え方と理解（サゥマナサーヤ）とを求めて、彼（ヤックシヴァーマヘー）を礼
拝しましょう。私たちの帰依（ナモービル ドゥヴァッスヤ）で、あの光り輝くルッドラ神
を称賛し、敬いましょう。 

a ̱yaṁ me ̱ hasto ̱ bhaga ̍vān-a ̱yaṁ me ̱ bhaga ̍vattaraḥ |  
アヤム メー ハストー バガヴァーナヤム メー バガヴァッタラハ  

アヤ メー ハトー ガヴァーナヤ メー ガヴァ()タラ 

a ̱yaṁ me ̎ vi ̱śva-bhe ̎ṣajo ̱'yagṁ śi ̱vā-bhi ̍marśanaḥ 
アヤム メーー ヴィッシワ ベーーシャヂョー ヤグム シヴァー ビマルシャナハ  

アヤ メー＝ ヴィヴァ ー＝ャヂョー ’ヤ  

ヴァー マャナ 

私の右手（アヤム メー ハストー）は、リンガムに触れているために（シヴァー ビマ
ルシャナハ）幸運です（バガヴァーン）。実際それは、もう一方の手よりも幸運です
（バガヴァッタラハ）。実際、私のこの手は、あらゆる人間の病気の特効薬（ベーシャ
ヂョー）です。 

om śānti ̱ḥ śānti ̱ḥ śānti ̍ḥ 
オーム シャーンティッ シャーンティッ シャーンティヒ  

オー ャーンティ() ャーンティ() ャーンティ 

身体と心と魂に平安がありますように。 
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第７アヌヴァーカの内的なヤグニャのメッセージ： 

 

 

以下は、「ナマハ（私のものではない！）」と言いながら、私たちが捨て去るべき諸傾向です。

（もし私たちがそうした行為に耽っているとすれば、今から先は、これらを止めるようにしなけれ

ばなりません。） 

 

以下のようなことをする傾向は私のものではありません：― 

 

― 大言壮語して自分のことを吹聴すること 

― 何らかの状況の中に、軽率に飛び込んだり、過度に慎重になったりすること 

― 敵方の使いを尊重しないこと 

― 良心の声を無視し、力を誤用／乱用（虐待）すること 

― ひそかにまたは公衆の面前で、他者を標的にしたり傷つけたりすること。 

― 与えられた力や道具を悪用すること 

― 道を乱して後から来る者が歩きにくくすること（文字通りにも比喩的にも） 

― 水場や山を不必要に開発・利用すること 

― 湿地や湖沼で娯楽のために（鳥などの）狩猟をすること 

― 河川や沼を汚染すること 

― 井戸水や地下水を過度に利用すること 

― 地球の生態系を乱して、過度の豪雨や旱魃の原因を作ること 

― 地球の生態系を乱して、過度の嵐や稲妻の原因を作ること 

― 過度に化石燃料資源を開発利用し、電気を過剰利用／無駄遣いをすること 

― 台風や津波の救援物資を、個人の利益のために使うこと 

― 他者の所有物を違法な手段で剥奪すること 
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第 8 章の内的なヤグニャのメッセージ： 

 

 

以下は、「ナマハ（私のものではない！）」と言いながら、私たちが捨て去るべき諸傾向です。

（もし私たちがそうした行為に耽っているとすれば、今から先は、これらを止めるようにしなけれ

ばなりません。） 

 

以下のようなことをする傾向は私のものではありません：― 

 

― はかない楽しみを与える行為をして、後で後悔し、泣くこと 

― 抱えている負債を返済しないこと（経済的なものに限らず、あらゆる種類の負債） 

― 獣的な傾向が支配的になることを許して苦しむこと。 

― 恐れを与えたり、恐怖を感じたりすること 

― 様々な手段を使って殺すこと 

― 「誰しもいつかは死ぬ」ということを忘れること 

― 貪欲にまかせて不必要に樹木を伐ること 

― 助けることができる立場に居るにもかかわらず、他者を助けないこと。 

― 平安を乱し、他者の楽しみを邪魔すること 

― 他者の崇高な活動を邪魔すること 

― あらゆる人、あらゆる場所のマイナス面だけを見ること 

（人はいたるところにシヴァ〔吉祥、すなわちプラス面〕だけを見るようにすべきです） 

― 神聖な景色や、川岸を汚すこと 

― 不公平なえこひいきをすること 

― アヴァター、預言者、聖者たちの活動の邪魔をすること 

― 神の帰依者たちの活動の邪魔をすること 

― 極度にはかない利益を求めて、若くて成長途上の植物を不必要に引き抜くこと 

― 他者の権利を剥奪して、砂丘や水源を過度に搾取すること 
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第９アヌヴァーカの内的なヤグニャのメッセージ： 

 

 

以下は、「ナマハ（私のものではない！）」と言いながら、私たちが捨て去るべき諸傾向です。

（もし私たちがそうした行為に耽っているとすれば、今から先は、これらを止めるようにしなけれ

ばなりません。） 

 

以下のようなことをする傾向は私のものではありません：― 

 

― 獣性という不毛の砂漠に新しい道を敷く神のメッセンジャーを愚弄すること 

― 安全な自分の住処（人体のこと）の中ではなく、外側の石像の中にのみ神を探し求めること 

― （中にあるもの、すなわち識別智ではなく）外面の頭の飾りに過度の注意を払うこと 

― ヴェーダを唱える人や、ヴェーダの教えに無関心でいること 

（もしヴェーダを支持／支援しなければ、私たちは荒廃します） 

― 簡素な住まいで十分なときに、邸宅に住んで必要以上に肉体を甘やかすこと 

― 無分別に、水その他の地下資源を過度に搾取すること 

― 神への誓いを破って、物質的な思いに溺れること 

― 内面の清らかさを無視して、外面の清潔さで頭がいっぱいになること 

― 真の本質（真我）を忘れて、潤いのない乾いた人間になること 

― 心が自由にさまよって普遍的な思想を吸収することを許さずに、狭い心でいること 

― 科学的知識を誤用したり、過度に利用したりすること 

― 老年になって、実際に私たちをより必要としている年長者たちに関心を向けないこと。 

― 犯罪的な意図を持って他者を脅かしたり攻撃したりすること 

― 他者に動揺、嘆き、苦痛を与える原因を作ること 

― 神々は、適宜アグニホートラ、ヤグニャ、ヤーガ等の儀式を行ってもらう必要があるが、 

その必要に対して無関心でいること 

― 真我を悟った英知の人々に対して無関心でいること 

― 瞑想を好む聖賢たちに対して無関心でいること 

― 絶えず非暴力を実践している人々に対して無関心でいること 

― 霊性への後押しを必要としている人々に対して無関心でいること 

 

 


